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今
年
度
は
、
國
學
院
大
學
博
物
館
の
前

身
の
一
つ
で
あ
る
考
古
学
標
本
室
が
創
立

さ
れ
た
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
か
ら
数

え
て
九
十
五
周
年
に
あ
た
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
に
際
し
て
、
本
学

文
学
部
副
手
・
助
手
・
講
師
を
経
て
、
國

學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
教
授
、
野
田
市

郷
土
博
物
館
館
長
な
ど
を
歴
任
し
た
考
古

学
・
博
物
館
学
界
の
長
老
で
あ
る
下
津
谷

達
男
先
生
を
お
迎
え
し
、
戦
後
間
も
な
く

の
考
古
学
資
料
室
界
隈
の
様
子
に
つ
い
て

ご
講
演
を
頂
い
た
。

講
演
で
は
、
國
學
院
大
學
予
科
に
入
学

し
た
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
頃
の

話
か
ら
始
ま
り
、
恩
師
と
な
る
樋
口
清
之

先
生
と
出
会
っ
た
切
掛
け
に
つ
い
て
披

露
。
戦
後
の
民
主
教
育
・
地
域
文
化
振
興

が
叫
ば
れ
る
中
、
地
元
で
あ
る
千
葉
県
野

田
市
周
辺
の
東
葛
地
域
に
お
け
る
発
掘
調

査
に
際
し
て
、
樋
口
先
生
に
協
力
を
依
頼

し
た
の
が
縁
と
な
り
師
弟
の
契
り
を
結
ぶ

こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
考
古
学

資
料
室
を
拠
点
と
し
た
國
學
院
大
學
考
古

学
会
の
活
動
や
、
機
関
誌
『
上
代
文
化
』

の
刊
行
に
当
た
っ
て
、
大
学
当
局
の
支
援

が
あ
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
た
。
こ
の
ほ

か
、
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
か
ら

参
加
し
た
静
岡
県
登
呂
遺
跡
の
発
掘
に
ま

つ
わ
る
思
い
出
に
も
言
及
。
華
々
し
い
成

果
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
調
査
の
背
景

で
、
戦
前
の
軍
需
工
場
整
備
で
施
さ
れ
た

盛
土
を
除
去
す
る
た
め
、
ト
ロ
ッ
コ
や

も
っ
こ
担
ぎ
で
苦
闘
し
た
実
態
も
明
か
し

た
。
し
か
し
、
多
く
の
大
学
が
関
わ
っ
た

調
査
を
機
と
し
て
、
本
学
を
中
心
に
東
京

学
生
考
古
学
会
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
資

料
室
が
研
究
の
拠
点
と
も
な
っ
た
と
述

懐
。
最
後
に
、
恩
師
樋
口
先
生
の
知
ら
れ

ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
講
演
を
閉

じ
た
。
な
お
、
講
演
の
詳
報
に
つ
い
て
は
、

『
國
學
院
大
學 

研
究
開
発
推
進
機
構 

紀

要
』
第
一
六
号
（
令
和
六
年
三
月
）
に
掲

載
す
る
の
で
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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開
催
の
趣
旨

本
機
構
主
催
の
第
四
十
八
回
「
日
本
文

化
を
知
る
講
座
」
は
、
令
和
五
年
七
月

十
五
日
（
土
）、「
渋
谷
と
國
學
院
大
學
―

校
地
移
転
100
年
を
迎
え
て
―
」
と
題
し

て
、
本
学
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。今

回
の
講
座
は
、
本
学
が
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
に
飯
田
町
か
ら
渋
谷
へ
と

校
地
を
移
転
し
て
以
降
、
本
年
・
令
和
五

年
（
二
〇
二
三
）
で
百
年
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
に
よ
り
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

講
座
の
内
容
は
、
渋
谷
移
転
後
の
國
學

院
大
學
の
歴
史
と
と
も
に
、
本
学
の
立
地

す
る
渋
谷
の
歴
史
と
文
化
と
を
顧
み
る
こ

と
に
定
め
、
本
機
構
の
校
史
研
究
、
渋
谷

学
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
時
系
列
で
通

史
的
に
振
り
返
る
構
成
と
し
た
。

な
お
、
今
回
の
講
座
は
、
Ｓ
‐
Ｓ
Ａ
Ｐ

協
定
を
締
結
し
た
大
学
と
連
携
し
て
講
座

を
開
催
す
る
「
渋
谷
ハ
チ
コ
ウ
大
学
」（
事

務
局
・
渋
谷
区
生
涯
学
習
課
）
と
協
力
し

て
参
加
者
を
募
集
し
、
渋
谷
区
の
後
援
を

得
て
実
施
さ
れ
た
。
以
下
、
本
講
座
の
概

要
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

〇
第
一
講　

「「
渋
谷
の
岡
に
大
学
た
て
り
」
の
100
年
」　

渡
邉
卓
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機

構
准
教
授
）　

　

第
一
講
は
、
渋
谷
に
移
転
す
る
以
前
の

本
学
の
歴
史
に
も
言
及
し
た
上
で
、
渋
谷

移
転
後
の
本
学
の
歩
み
を
顧
み
る
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
本
学
と
渋
谷
と
の
関
わ

り
を
振
り
返
る
形
の
講
演
と
な
っ
た
。

は
じ
め
に
、
渋
谷
移
転
に
至
る
ま
で
の

経
緯
と
し
て
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）

の
皇
典
講
究
所
の
創
立
、
同
二
十
三
年
の

皇
典
講
究
所
を
母
体
と
す
る
國
學
院
の
設

立
、
現
在
の
「
建
学
の
精
神
」
に
繋
が
る

設
立
理
念
、
飯
田
町
校
舎
の
状
況
、
大
正

九
年
の
大
学
令
大
学
昇
格
な
ど
の
解
説
が

行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
大
正
十
二
年
の
渋
谷
移
転
の

理
由
に
つ
い
て
は
、
飯
田
町
校
舎
が
狭
隘

で
校
地
周
囲
も
喧
騒
で
あ
り
、
研
究
教
育

の
場
所
と
し
て
は
不
相
応
な
環
境
と
な
っ

た
こ
と
、
大
学
令
大
学
へ
の
昇
格
に
よ
り

学
生
定
員
が
増
加
し
、
施
設
充
実
が
急
務

と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
渋
谷
の
氷
川
裏
御
料
地
の
払
い
下
げ

を
受
け
て
、
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
た
経
緯

に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
大
正
十
二
年
五
月
に
は
渋
谷
の

新
校
舎
が
完
成
し
、
六
月
一
日
に
は
授
業

を
開
始
し
た
も
の
の
、
三
ヶ
月
後
の
九
月

一
日
に
は
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
こ

と
、
そ
の
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
た
後
、

翌
十
三
年
に
行
わ
れ
た
久
邇
宮
邦
彦
王
奉

戴
式
と
新
校
舎
復
旧
竣
功
式
挙
行
の
際

に
、
校
旗
・
校
歌
が
制
定
さ
れ
た
経
緯
に

も
言
及
。
そ
の
校
歌
の
歌
詞
に
は
「
渋
谷

の
岡
に
大
学
た
て
り
」
と
の
渋
谷
移
転
を

祝
す
る
言
葉
と
と
も
に
、
建
学
の
精
神
が

う
た
い
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
、
昭
和
五
年
に
創
建
さ
れ
た
神

殿
を
は
じ
め
、
本
館
・
図
書
館
・
新
館
・

大
講
堂
な
ど
、
渋
谷
校
舎
の
位
置
関
係
を

解
説
。
ま
た
、
國
學
院
周
辺
に
は
、
青
山

学
院
、
実
践
女
学
校
、
東
京
農
業
大
学
、

東
京
女
学
館
、
温
故
女
学
院
な
ど
の
学
校

が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
『
國
大
小
唄
』
の

歌
詞
（「
恋
の
実
践
常
磐
松
温
故
青
山
女

学
館
」）
等
に
も
見
え
る
こ
と
に
言
及
し

た
。
そ
し
て
、
渋
谷
移
転
後
の
本
学
に
お

け
る
昭
和
三
十
年
代
以
降
の
施
設
・
整
備

の
拡
充
、
平
成
十
四
年
か
ら
の
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
再
開
発
な
ど
を
解
説
。
さ
ら

に
、
学
生
た
ち
の
行
動
は
渋
谷
の
街
と
深

い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
、
渋
谷
の
文
教
地

区
の
形
成
に
は
、「
渋
谷
の
岡
」
の
歴
史

が
関
わ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

〇
第
二
講　

「
関
東
大
震
災
と
渋
谷
」

吉
田
律
人
（
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
主
任

調
査
研
究
員
）

　

第
二
講
で
は
、
大
正
十
二
年
九
月
一

日
、
國
學
院
大
學
の
渋
谷
移
転
直
後
に
発

生
し
た
関
東
大
震
災
に
お
い
て
、
渋
谷
の

被
災
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
テ
ー
マ

と
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
前
提
と
し
て
、
地
震
規
模

は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
で
あ
り
、
震

源
域
は
神
奈
川
県
西
部
で
あ
る
こ
と
、
東

京
よ
り
も
神
奈
川
県
の
揺
れ
が
圧
倒
的
に

大
き
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
近
代
以
降
の

日
本
の
地
震
で
は
、
約
十
万
五
千
人
と
い

う
圧
倒
的
な
死
者
数
で
あ
り
、
九
割
以
上

は
火
災
に
よ
る
焼
死
者
で
あ
っ
た
こ
と
を

解
説
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
学
の
研
究
で

は
、「
①
人
災
・
加
害
問
題
の
事
態
解
明
」

「
②
後
藤
新
平
を
中
心
と
し
た
帝
都
復
興

計
画
」
が
研
究
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
災
害

史
、
自
治
体
史
の
記
述
で
は
災
害
の
全
体

像
を
提
示
し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
は
確
認

し
き
れ
な
い
実
態
に
つ
い
て
は
、
個
人
の

記
録
か
ら
確
認
す
る
方
法
が
有
益
で
あ
る

こ
と
を
提
示
。
本
講
演
で
は
、
渋
谷
在
住

者
の
記
録
で
あ
る
①
藤
田
佳
世
『
渋
谷
道

玄
坂
』（
昭
和
三
十
六
年
）、
②
大
岡
昇
平

『
少
年
―
あ
る
自
伝
の
試
み
』（
昭
和
五
十

年
）
の
記
述
を
も
と
に
、
渋
谷
に
お
け
る

被
災
状
況
の
検
討
が
な
さ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
関
東
大
震
災
当
日
の
渋

谷
の
状
況
に
つ
い
て
、
渋
谷
の
台
地
部
分

は
被
害
が
少
な
く
、
火
災
も
な
か
っ
た

が
、
瓦
礫
に
よ
る
道
路
の
封
鎖
、
強
い
余

震
、
社
会
基
盤
（
鉄
道
・
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
等
）
の
機
能
不
全
等
が
起
っ
た
こ
と

を
紹
介
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
渋

谷
在
住
者
の
記
録
か
ら
該
当
箇
所
を
抽
出

し
、
説
明
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、「
朝
鮮

人
暴
動
」
情
報
が
発
生
し
、
流
言
が
伝
播
、

 
第
四
十
八
回 

日
本
文
化
を
知
る
講
座

　
「
渋
谷
と
國
學
院
大
學
― 

校
地
移
転
100
年
を
迎
え
て
―
」
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被
災
し
た
軍
隊
・
警
察
も
混
乱
し
た
こ

と
、
九
月
三
日
以
降
は
流
言
が
順
次
沈
静

化
し
た
状
況
を
時
系
列
で
詳
細
に
説
明
し

た
。最

後
に
、
講
演
の
総
括
と
し
て
、
東
京

市
や
横
浜
市
と
比
べ
、
渋
谷
の
被
害
が
軽

微
で
あ
っ
た
こ
と
、
大
山
街
道
を
使
っ
た

避
難
民
の
移
動
が
あ
り
、
流
言
の
伝
播
と

混
乱
の
拡
大
が
あ
っ
た
こ
と
、
避
難
所
の

開
設
、
救
護
活
動
の
拠
点
と
な
り
、
避
難

民
が
定
着
し
た
こ
と
、
関
東
大
震
災
が
東

京
市
西
郊
部
発
展
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
、
第
三
講
へ
と
繋
げ
た
。

〇
第
三
講　

「
渋
谷
区
の
誕
生
」

手
塚
雄
太（
國
學
院
大
學
文
学
部
准
教
授
）

第
三
講
で
は
、
昭
和
七
年
十
月
一
日
、

渋
谷
町
・
千
駄
ヶ
谷
町
・
代
々
幡
町
が
合

併
・
再
編
さ
れ
、
渋
谷
区
が
誕
生
す
る
過

程
を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
渋
谷
区
誕
生
の
経
緯
を
理

解
す
る
前
提
と
し
て
、
明
治
四
年
の
東
京

府
設
置
、
同
十
一
年
の
東
京
十
五
区
設

置
、
同
二
十
二
年
の
東
京
市
設
置
（
十
五

区
の
範
囲
）
に
つ
い
て
言
及
し
た
上
で
、

昭
和
七
年
に
は
隣
接
八
十
二
町
村
が
東
京

市
に
合
併
し
た
こ
と
（
大
東
京
）
を
説
明
。

こ
の
八
十
二
町
村
が
二
十
区
に
再
編
さ
れ

る
こ
と
で
東
京
三
十
五
区
が
成
立
し
、
東

京
市
の
「
市
域
拡
張
」
が
な
さ
れ
、
そ
の

際
に
渋
谷
区
が
誕
生
し
た
こ
と
を
解
説
し

た
。次

に
、「
市
域
拡
張
」
の
背
景
と
し
て
、

東
京
市
（
東
京
十
五
区
）
の
人
口
飽
和
と
、

隣
接
八
十
二
町
村
へ
の
人
口
流
入
、
市
域

を
超
え
て
市
街
地
が
拡
大
し
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
網
の

発
展
・
宅
地
開
発
・
関
東
大
震
災
な
ど
が

あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
人
口
増
加
に
対
応
す
る
各
町
村

で
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
と
な
っ
た

が
、
財
政
規
模
が
小
さ
く
、
単
独
で
は
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
隣
接
町
村
を
東

京
市
に
合
併
さ
せ
、
一
体
的
な
都
市
経
営

を
行
お
う
と
い
う
議
論
が
昭
和
六
年
に
起

こ
っ
た
こ
と
を
指
摘
。
こ
の
合
併
・
再
編

の
際
に
不
可
避
と
な
っ
た
の
が
、
新
区
の

名
称
、
区
役
所
設
置
箇
所
、
区
の
領
域
等

を
巡
る
対
立
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
合
併
前
の
渋
谷
町
・
千
駄
ヶ

谷
町
・
代
々
幡
町
に
つ
い
て
、
人
口
と
財

政
か
ら
比
較
。
渋
谷
町
が
二
町
に
比
べ
、

圧
倒
的
に
規
模
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。
さ
ら
に
、
渋
谷
町
が
「
都
市
的

施
設
の
整
備
、
町
経
済
の
膨
大
な
る
点
」

等
か
ら
、「
依
然
と
し
て
全
国
第
一
の
町

た
る
貫
禄
」
を
有
す
る
と
評
さ
れ
た
こ
と

を
紹
介
。
そ
の
背
景
に
は
、「
住
み
よ
き

渋
谷
の
建
設
」
を
目
指
し
て
、
町
を
動
か

し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
た
渋
谷
町
交

友
会
の
存
在
等
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
七
年
四
月
に
は
渋
谷
区

編
成
の
原
案
が
作
成
さ
れ
、
五
月
一
日
に

は
国
に
申
請
、
各
町
村
に
照
会
し
た
経
緯

を
紹
介
。
そ
の
後
、
新
市
域
は
「
代
々
木
」

の
名
が
新
区
名
に
相
応
し
い
と
の
意
見
、

「
代
々
木
区
」「
神
宮
区
」
へ
の
変
更
か
、

「
代
々
木
区
」
で
独
立
さ
せ
て
ほ
し
い
と

の
意
見
等
が
あ
り
、
千
駄
ヶ
谷
・
代
々
幡

両
町
に
は
渋
谷
の
名
で
東
京
市
へ
編
入
さ

れ
る
こ
と
へ
の
拒
否
感
が
あ
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
意
見
対
立
も
あ

る
中
で
、
区
編
成
の
権
限
を
持
つ
東
京
府

知
事
に
よ
り
「
規
定
方
針
」
で
進
む
こ
と

が
定
め
ら
れ
、
原
案
通
り
「
渋
谷
区
」
で

決
定
し
、
昭
和
七
年
十
月
一
日
、
渋
谷
区

が
誕
生
し
た
経
緯
が
説
明
さ
れ
た
。

最
後
に
、
戦
災
に
よ
り
「
住
み
よ
い
渋

谷
」
は
破
壊
さ
れ
た
も
の
の
、
戦
災
復
興

を
経
て
復
活
し
た
経
緯
、
一
九
六
〇
年
代

以
降
、
副
都
心
・
業
務
地
と
し
て
の
渋
谷

が
形
成
さ
れ
、「
若
者
の
街
」
渋
谷
へ
と

変
貌
し
た
こ
と
に
言
及
し
、
第
四
講
へ
と

繋
げ
た
。

　
〇
第
四
講　
　

「
渋
谷
を
そ
だ
て
る
若
者
文
化
」　

髙
久
舞
（
帝
京
大
学
文
学
部
講
師
）

第
四
講
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、

現
在
に
至
る
渋
谷
の
若
者
文
化
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
都
市
・
渋
谷
の
民
俗
文
化
を
民

俗
学
と
し
て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
く

か
と
い
う
観
点
か
ら
講
演
が
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
民
俗
学
上
の
「
都
市
」
は

地
理
的
概
念
で
は
な
く
、
文
化
概
念
「
都

市
的
生
活
様
式
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

り
、
地
域
民
俗
学
、
生
活
空
間
と
し
て
の

「
渋
谷
」
と
、
概
念
的
・
抽
象
的
な
文
化

的
存
在
で
あ
る
「
渋
谷
」
の
二
種
類
が
あ

る
こ
と
に
言
及
。
さ
ら
に
、
渋
谷
を
支
え

る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
住
民
・
行
政
・
企

業
・
外
来
者
・
情
報
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

関
係
を
持
っ
た
り
、
離
れ
た
り
し
な
が
ら

文
化
を
形
成
す
る
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
「
若

者
の
街
」
渋
谷
の
形
成
に
つ
い
て
、
若
者

文
化
の
観
点
か
ら
説
明
を
行
っ
た
。
ま

ず
、
一
九
六
〇
年
代
の
「
若
者
の
街
」
は

新
宿
で
あ
り
、
当
時
の
渋
谷
は
、
渋
谷
周

辺
に
通
う
大
学
生
等
が
集
ま
る
場
所
で

あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
そ
し
て
、

一
九
七
〇
年
代
～
一
九
八
〇
年
代
の
渋
谷

は
、
西
武
と
東
急
（
企
業
）
に
よ
る
消
費

文
化
の
発
信
と
と
も
に
、
渋
谷
周
辺
の
大

学
生
以
外
の
若
者
（
外
来
者
）
が
訪
れ
る

「
若
者
の
街
・
渋
谷
」
と
な
っ
た
こ
と
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
は
渋
谷
に
訪
れ
る
若

者
の
低
年
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
を
指
摘
し

た
。ま

た
、
一
九
六
〇
年
代
～
一
九
八
〇
年

代
の
渋
谷
を
訪
れ
る
若
者
は
「
消
費
者
と

し
て
の
若
者
」
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇

年
代
以
降
の
若
者
は
「
消
費
し
な
い
若

者
」
に
な
っ
た
と
分
析
。
続
い
て
、

二
〇
〇
〇
年
に
開
業
し
た
渋
谷
マ
ー
ク
シ

テ
ィ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
シ
ブ
ヤ
が
オ

ト
ナ
に
な
る
日
」
等
も
紹
介
し
な
が
ら
、

消
費
者
拡
大
の
た
め
に
「
オ
ト
ナ
の
街
」

へ
と
渋
谷
の
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
を
指
摘

し
た
。

一
方
、
一
九
九
〇
年
以
降
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
社
会
的
な
部
分
で
も

渋
谷
が
注
目
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、

一
九
九
〇
年
代
の
渋
谷
に
訪
れ
た
「
消
費

し
な
い
若
者
」
が
、
現
在
に
続
く
渋
谷
の

文
化
の
基
盤
を
形
成
し
た
と
分
析
。
さ
ら

に
、
渋
谷
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
が
東

京
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
的
存
在
と
な
っ
た
こ

と
に
も
言
及
し
、
消
費
者
で
は
な
い
若
者

が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
等
の
特
別
な
時
に
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
交
差
点
へ
と
集
ま
っ
て
く
る
事
実

か
ら
、
企
業
の
思
惑
を
超
え
た
渋
谷
の
若

者
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し

た
。
最
後
に
、
消
費
し
な
い
若
者
が
「
集

う
渋
谷
」
を
創
り
出
し
て
い
る
と
の
見
解

を
述
べ
て
、
講
演
を
締
め
括
っ
た
。

 

（
文
責
・
宮
本
誉
士
）
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日
本
文
化
研
究
所
は
、
二
〇
二
三
年

十
二
月
十
七
日
に
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
見
ら
れ
る
こ
と
で
何
が
変
わ
る
の
か
―

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
宗
教
文
化T

o Be Seen: 
C

hanges T
hrough Interaction 

Betw
een T

ourism
 and Religious 

Culture

」
を
開
催
し
た
。
以
下
概
要
を

記
す
。

日
時
： 

二
〇
二
三
年
十
二
月
十
七
日（
日
）

十
三
時
半
～
十
七
時
半

場
所
： 

國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス　

一
二
〇
周
年
記
念
二
号
館 

一
階 

二
一
〇
一
教
室

発
表
者
・
題
目
：

・ 

石
本
東
生
（
國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ

く
り
学
部
教
授
）「「
ギ
リ
シ
ャ
」：
神

話
と
キ
リ
ス
ト
教
の
舞
台
そ
し
て
観
光

―
文
化
遺
産
を
活
か
す
共
存
―
」

・ 

沈
昭
良
（SH

EN
 Chao-Liang

）（
写

真
家
、
華
梵
大
學
攝
影
與
Ｖ
Ｒ
設
計
學

系
教
授
）「
写
真
と
社
会
風
景
―

『ST
A

GE

』『Singers &
 Stages

』

『
台
湾
綜
芸
団
』
を
例
に
―
」

・ 

加
藤
久
子（
大
和
大
学
社
会
学
部
教
授
）

「
共
生
の
物
語
を
つ
む
ぎ
な
お
す
―

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
出
現
し
た
２
・
５
次
元

の
ユ
ダ
ヤ
人
街
―
」

・ 
ケ
イ
レ
ブ
・
カ
ー
タ
ー
（Caleb 

CA
RT

ER

）（
九
州
大
学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
院
准
教
授
）「
自
分
を
取
り

戻
す
／
山
里
を
取
り
戻
す
―
修
験
道
と

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
交
錯
―
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：

・ 

山
中
弘
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
、
日
本

文
化
研
究
所
客
員
教
授
）

司
会
：

・ 

平
藤
喜
久
子
（
國
學
院
大
學
教
授
、
日

本
文
化
研
究
所
所
長
）

使
用
言
語
：
日
本
語

参
加
費
：
無
料

主
催
： 

國
學
院
大
學
研
究
開
発

推
進
機
構

　
　
　

日
本
文
化
研
究
所

参
加
者
：
約
七
〇
名

開
催
趣
旨
：

宗
教
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
あ
い
ま
っ
て
、

よ
り
一
層
相
互
に
密
接
に
関
わ

る
よ
う
に
な
り
、
宗
教
文
化
を
資
源
と
し

て
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
振
興
し
よ
う
と
す
る
試

み
は
、
も
は
や
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
宗
教
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
交
錯

に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

宗
教
は
、
そ
れ
が
行
わ
れ
る
場
に
お
い

て
、
物
体
と
し
て
の
モ
ノ
や
、
実
践
と
し

て
の
コ
ト
を
伴
う
た
め
、
そ
も
そ
も
「
見

ら
れ
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、

誰
も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
日
常

的
に
写
真
や
動
画
を
撮
り
、
か
つ
即
座
に

発
信
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う

現
代
的
な
状
況
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
に

「
見
ら
れ
る
」
宗
教
は
、
ど
の
よ
う
に
変

容
す
る
の
か
。
あ
る
い
は
何
を
見
せ
て
い

る
の
か
。
他
方
、
そ
れ
を
「
見
る
」
人
々

の
側
も
、
見
る
こ
と
を
通
し
て
何
ら
か
変

化
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
の

問
題
で
あ
り
、
必
ず
し
も
日
本
の
宗
教
文

化
に
限
定
さ
れ
た
話
で
は
な
い
。
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
様
々
な
現
場
で
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
研
究
者
に
、
宗

教
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
多
様
な
交
錯
の
あ
り

方
に
つ
い
て
報
告
し
て
も
ら
い
、
議
論
を

深
め
た
い
。

日
本
文
化
研
究
所
で
は
、
二
〇
二
〇
年

か
ら
、
視
覚
文
化
を
鍵
と
し
て
宗
教
文
化

に
考
察
を
加
え
る
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
連
続
し
て
開
催
し
て
き
て
お
り
（「
見

え
ざ
る
も
の
た
ち
と
日
本
人
」「
日
本
の

宗
教
文
化
を
撮
る
」「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

み
せ
る
宗
教
文
化
」）、「
見
ら
れ
る
」
こ

と
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
本
フ
ォ
ー
ラ
ム

も
、
そ
の
流
れ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

ま
ず
発
表
者
四
名
よ
り
、
各
々
が

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
き
た
ギ
リ
シ
ャ
・
台

湾
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
日
本
の
戸
隠
山
と

い
っ
た
幅
広
い
事
例
に
つ
い
て
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
山
中
氏
は
、「
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
宗
教
文
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

意
義
と
射
程
を
再
確
認
し
た
う
え
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
発
表
者
に
コ
メ
ン
ト
し
、
そ
れ

に
対
す
る
リ
プ
ラ
イ
を
経
て
、
総
合
討
議

が
行
わ
れ
た
。
総
合
討
議
で
は
、
例
え
ば

フ
ロ
ア
か
ら
「
誰
に
」
見
ら
れ
る
の
か
、

と
い
っ
た
問
い
か
け
が
な
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

参
加
者
に
つ
い
て
、
学
生
が
三
分
の
一

程
度
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
問
題
関
心
に

強
く
結
び
つ
い
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
好

評
で
、
参
加
者
に
新
た
な
視
点
を
提
起
す

る
充
実
し
た
機
会
と
な
っ
た
。

 

（
文
責
・
星
野
靖
二
） 

 

日
本
文
化
研
究
所

　 
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
見
ら
れ
る
こ
と
で
何
が
変
わ
る
の
か
―
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
宗
教
文
化 

To Be Seen: Changes Through Interaction Between Tourism and Religious Culture

」

総合討議の様子
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研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和

四（
二
〇
二
二
）年
度
よ
り
研
究
事
業「
神

道
・
日
本
文
化
の
先
端
的
研
究
」
を
推
進

し
て
い
る
。

本
事
業
は
こ
れ
ま
で
本
機
構
が
実
施
し

て
き
た
神
道
・
日
本
文
化
の
研
究
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、「
新
た
な
国
学
的
研
究
に

よ
る
拠
点
機
能
の
拡
充
」
を
目
指
す
も
の

で
、
そ
の
た
め
、
い
く
つ
か
の
柱
を
定
め

て
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
一

つ
に
「
神
道
・
日
本
文
化
に
か
か
る
近
年

の
研
究
の
概
括
と
課
題
抽
出
」
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
先
端
的
研
究
」
推
進
の
た

め
、
そ
の
名
の
通
り
神
道
・
日
本
文
化
を

取
り
巻
く
最
新
・
最
先
端
の
研
究
動
向
に

つ
い
て
調
査
・
把
捉
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ

た
成
果
に
よ
っ
て
更
な
る
事
業
の
展
開
へ

と
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
企
図
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
目
下
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
つ

の
動
向
・
課
題
と
し
て
、
と
く
に
近
年
、

日
本
文
学
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
着
実
な

成
果
が
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
、「
近
世
期

に
お
け
る
社
寺
の
由
緒
形
成
の
実
態
」
に

着
目
す
る
こ
と
と
し
た
。　

そ
し
て
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
の
先
端

的
な
成
果
・
知
見
を
機
構
内
で
共
有
す
る

た
め
、
当
該
問
題
に
対
し
て
精
力
的
な
研

究
を
進
め
て
い
る
外
部
の
研
究
者
を
招

き
、
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

※ 

本
研
究
会
は
原
則
と
し
て
機
構
内
限

定
開
催
と
し
、
機
構
内
の
専
任
・
兼

担
教
員
、
客
員
教
授
、
研
究
員
（
研

究
補
助
員
・
共
同
研
究
員
含
む
）
を

対
象
と
し
て
行
っ
た
。

※ 

本
研
究
会
は
、
令
和
五
年
度 

國
學

院
大
學
特
別
推
進
研
究
助
成
事
業

「
近
世
神
社
由
緒
論
の
新
視
点
―
京

都
稲
荷
社
を
中
心
に
―
」（
研
究
代

表
・
松
本
久
史
教
授
）
と
の
共
同
開

催
と
し
た
。

【
開
催
趣
旨
】

　

神
社
及
び
寺
院
、
す
な
わ
ち
「
社
寺
」

の
由
緒
来
歴
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
「
社
寺

縁
起
」
に
つ
い
て
は
、
神
仏
習
合
（
本
地

垂
迹
）
が
盛
ん
と
な
っ
て
く
る
中
世
期
に

多
く
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
く
に
中
世
の
縁
起

は
、
御
伽
草
子
（
本
地
物
）
と
し
て
も
広

く
流
布
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
縁
起
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
神
道

学
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
学
、
あ
る
い
は
文

芸
・
文
学
や
民
俗
学
か
ら
の
研
究
の
成
果

が
数
多
く
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

の
多
く
が
古
代
・
中
世
の
「
縁
起
」
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
近
世
期
の
「
由

緒
記
」
に
つ
い
て
は
、
未
だ
検
討
が
十
分

に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
状
況

に
あ
る
。

　

近
世
神
道
を
解
明
す
る
重
要
な
核
の
一

つ
は
「
神
社
」
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
必

ず
し
も
個
別
神
社
の
史
料
に
即
し
た
実
像

は
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。　

思
想
的
に
は
国
学
に
基
づ
く
復
古
神
道

の
台
頭
、
制
度
的
に
は
祭
儀
の
復
興
に
伴

う
神
道
の
仏
教
か
ら
の
自
立
が
あ
る
よ
う

に
、
全
体
と
し
て
近
世
は
神
道
の「
復
興
・

復
古
」
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
要

因
を
、
専
門
領
域
を
超
え
て
複
合
的
に
考

え
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

社
会
実
態
と
し
て
の
「
神
社
」
と
、
言
説
・

思
想
と
し
て
の
「
神
道
」
の
関
係
性
の
究

明
が
、
近
世
神
道
の
実
像
の
解
明
に
必
要

不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
研
究
会
で
は
、「
由
緒
記
」

形
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
当
て
、
近
世

の
学
知
と
諸
社
の
活
動
実
態
と
の
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
神
道

の
特
質
の
抽
出
に
努
め
、
そ
の
変
容
と
持

続
の
様
態
の
具
体
像
を
検
討
す
る
。

【
日
時
】

令
和
六
年
一
月
二
十
日
（
土
）　

　
　

十
四
時
～
十
六
時
三
十
分

【
開
催
形
態
】

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

【
報
告
者
】

松 
本
久
史
氏
（
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
長
・
教
授
、
神
道
文
化
学
部
教

授
）

向 

村
九
音
氏
（
公
益
財
団
法
人
元
興
寺

文
化
財
研
究
所
文
化
財
調
査
修
復
研

究
グ
ル
ー
プ
研
究
員
）

【
司
会
】

新 

井
大
祐
（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

准
教
授
）

【
当
日
の
概
要
】

　

ま
ず
松
本
氏
よ
り
「
近
世
神
社
由
緒
記

と
そ
の
学
知
―
京
都
稲
荷
社
を
中
心
に

―
」
と
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の

近
世
神
道
・
神
社
研
究
の
潮
流
や
、
近
年

の
研
究
動
向
な
ど
を
整
理
し
つ
つ
、
そ
こ

か
ら
近
世
期
の
「
由
緒
記
」
の
形
成
過
程

が
「
思
想
」
と
「
実
践
」
の
結
節
点
と
し

て
着
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

研
究
史
に
基
づ
き
つ
つ
本
研
究
会
の
意
義

や
開
催
に
至
る
背
景
の
説
明
が
な
さ
れ

た
。
さ
ら
に
事
例
の
一
つ
と
し
て
近
世
期

の
京
都
稲
荷
社
（
伏
見
稲
荷
社
）
の
由
緒

を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立
に
は
、
古
典
に

基
づ
き
つ
つ
も
意
図
的
に
改
変
さ
れ
て
い

る
部
分
が
散
見
す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、

神
社
由
緒
記
の
博
捜
と
整
理
・
分
析
が
、

近
世
期
の
「
神
道
の
復
古
」
の
実
態
の
解

明
に
繋
が
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

次
い
で
向
村
氏
か
ら
「
神
社
の
「
由
緒

記
」
と
神
職
の
「
家
の
由
緒
」
―
石
上
神

宮
若
宮
祭
祀
へ
の
検
討
を
通
し
て
―
」
と

の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
近
世
期
の
大
和
・

石
上
社
の
由
緒
記
の
「
創
出
」
と
い
う
動

き
に
焦
点
を
当
て
、
由
緒
記
は
神
社
の
縁

起
で
あ
る
と
と
も
に
、
社
家
の
「
家
の
由

緒
」、
す
な
わ
ち
祭
祀
者
と
し
て
の
地
位

を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
た

こ
と
や
、
そ
れ
に
伴
っ
て
由
緒
記
が
可
変

的
・
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
文
責
・
新
井
大
祐
） 

 
令
和
五
年
度 

第
１
回
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
会

　
「
近
世
期
に
お
け
る
学
知
と
諸
社
の
活
動
―
「
由
緒
記
」
を
通
路
と
し
て
―
」
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令
和
五
年
十
二
月
一
日
（
金
）、
國
學

院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
「「
國

學
院
大
學
古
典
文
化
学
」
の
創
出
研
究
事

業
」
の
主
催
で
、
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
（
総
合
学
修
館
（
六

号
館
）
六
Ｂ
一
三
教
室
）
で
開
催
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
平
成
三
十
年
十
一

月
六
日
に
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定
書
を

締
結
し
た
研
究
開
発
推
進
機
構
と
中
国
・

南
開
大
学
外
国
語
学
院
と
の
協
定
に
基
づ

き
、
東
ア
ジ
ア
的
視
点
か
ら
日
中
の
文

化
・
学
問
交
流
を
中
心
と
し
た
報
告
が
行

わ
れ
た
。
本
学
か
ら
笹
生
衛
（
研
究
開
発

推
進
機
構
長
・
神
道
文
化
学
部
教
授
）、

西
岡
和
彦
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）、
南

開
大
学
か
ら
王
凱
（
外
国
語
学
院
副
院

長
）
の
三
名
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
。

　

笹
生
教
授
は
「
東
ア
ジ
ア
の
交
流
・
交

易
と
日
本
の
神
観
の
変
遷
―
認
知
宗
教
学

の
視
点
で
考
え
た
宗
像
三
女
神
の
神
観
を

中
心
に
―
」
と
い
う
題
で
、
近
年
の
認
知

宗
教
学
が
提
示
す
る
人
間
の
脳
の
認
知
パ

タ
ー
ン
か
ら
古
代
の
宗
像
・
沖
ノ
島
祭
祀

に
お
け
る
神
観
を
再
検
討
し
、
十
世
紀
以

降
の
環
境
変
化
と
交
易
と
の
関
連
か
ら
古

代
の
宗
像
の
祭
祀
・
神
観
の
変
化
に
つ
い

て
の
考
察
を
報
告
し
た
。

　

人
間
の
脳
の
認
知
機
能
を
踏
ま
え
た
上

で
、
祭
祀
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
人
格
化
し
て

直
観
さ
れ
る
、
特
定
の
現
象
の
行
為
者
と

人
間
と
の
交
換
と
し
、
自
然
災
害
が
多
い

日
本
列
島
で
は
独
特
な
神
へ
の
信
仰
と
祭

祀
が
成
立
し
た
と
指
摘
。
宗
像
三
女
神
の

神
観
の
基
本
は
、
沖
ノ
島
が
玄
界
灘
の
海

上
交
通
に
お
け
る
要
所
と
し
て
機
能
し
た

こ
と
に
よ
る
が
、
十
世
紀
以
降
は
地
形
の

変
化
や
自
然
災
害
の
激
甚
化
に
伴
い
、
仏

教
経
典
で
意
味
づ
け
さ
れ
た
国
土
守
護
の

神
へ
と
転
換
し
た
と
述
べ
た
。
ま
た
古
代

と
異
な
る
海
路
で
行
わ
れ
た
日
宋
貿
易
と

の
関
係
も
あ
り
、
新
た
な
信
仰
と
祭
祀
の

場
を
形
成
、
中
世
的
な
物
流
・
交
易
と
仏

教
と
深
く
結
び
つ
い
た
中
世
的
な
神
観
の

成
立
と
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

西
岡
教
授
は
「
神
儒
兼
学
と
和
魂
漢

才
」
と
い
う
題
で
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者

で
あ
る
山
崎
闇
斎
を
中
心
に
神
儒
兼
学
、

闇
斎
の
弟
子
で
あ
る
谷
秦
山
が
説
い
た
と

さ
れ
る
和
魂
漢
才
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

仏
教
な
ど
の
よ
う
に
、
外
来
の
文
化
・

宗
教
を
受
容
す
る
際
、
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
よ
う
と
す
る
と
齟
齬
が
生
じ
、
問
題
へ

と
発
展
す
る
た
め
、
日
本
の
文
化
・
宗
教

と
の
擦
り
合
わ
せ
が
不
可
欠
に
な
る
と
の

考
え
を
示
し
た
上
で
、
闇
斎
の
学
問
は
当

に
そ
れ
に
あ
た
る
と
指
摘
。
神
道
と
儒

教
、
特
に
朱
子
学
を
と
も
に
学
び
相
互
補

完
し
合
う
「
神
儒
兼
学
」
で
あ
り
、
そ
れ

を
も
っ
て
、
日
本
人
と
し
て
の
立
派
な
人

格
を
育
ん
だ
「
和
魂
漢
才
」
の
人
に
な
る

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
そ
し

て
、
闇
斎
の
学
問
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

朱
子
学
と
同
じ
聖
人
で
あ
り
、
そ
れ
を
日

本
で
は
天
照
大
神
と
し
て
説
明
し
た
と
い

う
見
解
を
示
し
た
。

　

王
副
院
長
は
「
科
研
か
ら
み
る
中
国
の

日
本
研
究
」
と
い
う
題
で
、
近
年
の
中
国

に
お
け
る
文
学
・
歴
史
学
・
哲
学
分
野
で

の
科
学
研
究
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
日
本

研
究
の
傾
向
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

中
国
の
科
学
研
究
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
、
国
家
・
省
部
・
大
学
と
い
う
三
段
階

の
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
ま
た
青
年
・
計
画
・

重
点
・
重
大
な
ど
の
異
な
る
性
質
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
こ
と
を
説
明
。
そ
の
中

の
国
家
レ
ベ
ル
の
科
学
研
究
費
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
、
日
本
に
関
す
る
研
究

は
、
近
年
で
は
中
国
・
韓
国
な
ど
も
含
め

た
東
ア
ジ
ア
を
範
囲
と
し
た
研
究
の
一
つ

と
し
て
行
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
指
摘
し

た
。当

日
の
会
場
に
は
、
学
内
外
を
問
わ

ず
、
学
生
・
研
究
者
ら
六
十
名
以
上
が
参

加
し
、
盛
況
の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。

 

（
文
責
・
渡
邉　

卓
） 

　

令
和
五
年
度 

古
典
文
化
学 

国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

〈笹生衛・教授〉

〈西岡和彦・教授〉

〈王凱・副院長〉
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一
、
事
業
概
要
・
目
的

　

本
事
業
は
、
國
學
院
大
學
が
平
成

二
十
八
年
度
文
部
科
学
省
「
私
立
大
学
研

究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」（
タ
イ
プ
Ｂ
：

世
界
展
開
型
）と
し
て
選
定
さ
れ
た「「
古

事
記
学
」
の
推
進
拠
点
形
成
―
世
界
と
次

世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の
先
端
的

研
究
・
教
育
・
発
信
―
」
研
究
事
業
を
継

承
す
る
も
の
で
、
令
和
三
年
度
研
究
事
業

「
神
道
と
日
本
文
化
の
創
造
的
「
古
典
学
」

―
令
和
の
新
し
き
国
学
研
究
―
基
盤
整
備

事
業
」
の
後
継
事
業
に
あ
た
る
。

　

本
事
業
で
は
、「
国
学
」
に
由
来
す
る

本
学
の
「
古
典
」
研
究
を
よ
り
一
層
、
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
中
期
五
ヵ

年
計
画
に
基
づ
き
五
年
間
に
わ
た
り
以
下

の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。 

① 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
の
開
催

② 

『
古
事
記
』・『
万
葉
集
』
の
文
献
学
的

研
究

③ 

「
国
学
」
的
「
古
典
」
研
究
の
再
検
討

④ 

研
究
成
果
の
教
育
還
元

⑤ 「
古
典
学
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築

⑥
研
究
成
果
の
社
会
発
信

　

本
年
度
実
施
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

内
容
の
詳
細
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
、
事
業
報
告

○
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
平
成
三
十
年
十
一
月

六
日
に
学
術
交
流
に
関
す
る
協
定
書
を
締

結
し
た
研
究
開
発
推
進
機
構
と
中
国
・
南

開
大
学
外
国
語
学
院
と
の
協
定
に
基
づ
き

開
催
さ
れ
た
。
東
ア
ジ
ア
的
視
点
か
ら
日

中
の
文
化
・
学
問
交
流
を
中
心
と
し
た
報

告
が
行
わ
れ
た
。
題
目
は
次
の
通
り
。

・「
東
ア
ジ
ア
の
交
流
・
交
易
と
日
本
の

神
観
の
変
遷
―
認
知
宗
教
学
の
視
点
で
考

え
た
宗
像
三
女
神
の
神
観
を
中
心
に
―
」

（
笹
生
衛
）

・「
神
儒
兼
学
と
和
魂
漢
才
」（
西
岡
和
彦
）

・「
科
研
か
ら
み
る
中
国
の
日
本
研
究
」

（
王
凱
）

○
定
例
研
究
会
の
開
催

　

本
年
度
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

に
て
三
回
開
催
し
た
（
第
一
回
、
第
二
回

は
一
八
時
～
一
九
時
三
〇
分
。
第
三
回
は

一
八
時
三
〇
分
～
一
九
時
三
〇
分
）。
各

回
の
日
時
・
発
表
内
容
は
次
の
通
り
。

・
第
一
回
（
令
和
五
年
五
月
三
十
一
日
）

「
古
事
記
注
釈
」
検
討
：
古
事
記
注
釈

（
三
九
）「
葦
原
中
国
平
定
（
四
）」（
谷

口
雅
博
・
小
野
諒
巳
）

・
第
二
回
（
令
和
五
年
七
月
二
十
六
日
）

「
古
事
記
注
釈
」
検
討
：
古
事
記
注
釈

（
四
十
）「
葦
原
中
国
平
定
（
五
）」（
谷

口
雅
博
・
小
野
諒
巳
）

・
第
三
回
（
令
和
五
年
九
月
二
十
日
）

「
十
八
世
紀
に
お
け
る
神
代
紀
解
釈
―
吉

見
幸
和
『
神
代
直
説
』
と
垂
加
神
道
―
」

（
城
所
喬
男
）

○
古
事
記
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
「
古
事
記
学
」
か
ら
継
承
す
る
古
事
記

研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
補
填
・
更
新
し

た
。
本
年
度
は
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
更

新
し
て
き
た
神
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
完
成

し
、
全
三
三
八
件
の
神
名
を
公
開
し
た
。

ま
た
地
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
・
更
新

も
進
め
て
お
り
、
令
和
六
年
一
月
現
在

で
、
総
数
八
三
件
の
地
名
を
公
開
し
た
。

○
『
萬
葉
集
正
義
』
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

創
立
一
四
〇
周
年
記
念
事
業
で
実
施
す

る
万
葉
集
全
注
釈
で
あ
る『
萬
葉
集
正
義
』

の
出
版
事
業
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
た
。

○
『
万
葉
新
採
百
首
解
』
の
翻
刻
・
公
開

　

昨
年
度
に
翻
刻
を
行
っ
た
『
万
葉
新
採

百
首
解
』
の
上
中
巻
を
公
開
し
た
。
下
巻

は
次
年
度
に
公
開
予
定
。

○
「
井
上
氏
旧
蔵
資
料
」
の
整
理

　

本
学
所
蔵
「
井
上
氏
旧
蔵
資
料
」（
井

上
頼
囶
―
頼
文
―
頼
寿
三
代
の
資
料
群
）

を
整
理
し
、
簡
易
目
録
の
作
成
を
進
め
て

い
る
。
令
和
六
年
一
月
現
在
、
約

二
四
〇
〇
点
の
目
録
情
報
を
入
力
し
た
。

○
古
事
記
系
図
ビ
ュ
ー
ア
ー

　

昨
年
度
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
公
開
を
し
て
い
た

「
古
事
記
系
図
」
を
改
修
し
、「
古
事
記
系

図
ビ
ュ
ー
ワ
ー
」
を
公
開
し
た
。
本

ビ
ュ
ー
ワ
ー
は
『
古
事
記
』
上
巻
か
ら
下

巻
ま
で
に
記
載
さ
れ
る
神
と
天
皇
の
系
図

を
一
枚
に
ま
と
め
、
ウ
ェ
ブ
上
で
閲
覧
・

操
作
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

本
ビ
ュ
ー
ワ
ー
で
は
、
利
用
者
の
利
便

性
を
考
慮
し
て
検
索
や
上
中
下
巻
の
部
分

表
示
が
で
き
る
ほ
か
、
神
名
・
人
名
を
選

択
す
る
と
、
①
神
名
・
人
名
、
②
読
み
、

③
ロ
ー
マ
字
、
④
別
名
、
⑤
別
名
読
み
、

⑥
別
名
ロ
ー
マ
字
、
⑦
性
別
、
⑧
古
事
記

の
登
場
箇
所
、
⑨
デ
ー
タ
（
関
連
す
る
各

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
項
目
へ
の
リ
ン
ク
）、

⑩
注
の
情
報
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
。

○
研
究
成
果

　
『
古
事
記
』
注
釈
及
び
同
注
釈
の
英
訳

は
、『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構

紀
要
』
十
六
号
（
令
和
六
年
三
月
）
に
掲

載
す
る
。
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
成
果
は

「
古
典
文
化
学
」
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
。

 

（
文
責
・
渡
邉　

卓
）

 
令
和
五
年
度 

活
動
報
告

　
「
國
學
院
大
學
「
古
典
文
化
学
」
の
創
出
研
究
事
業
」

〈古事記系図ビューワー〉
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は
じ
め
に

学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館
部

門
）
で
は
、
現
在
「『
延
喜
式
』
祭
祀
関

連
条
文
集
成
」（
以
下
、「
本
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」）
の
作
成
・
編
集
、
及
び
ウ
ェ
ブ
公

開
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
十
世
紀
成
立
の

古
代
法
典
『
延
喜
式
』
全
五
十
巻
の
計

三
千
を
超
え
る
条
文
の
中
か
ら
、
古
代
国

家
で
行
わ
れ
た
恒
例
・
臨
時
の
祭
祀
に
関

す
る
条
文
を
抽
出
し
、
そ
の
条
文
概
要
を

デ
ー
タ
と
し
て
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

作
業
は
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
二
年

（
二
〇
二
〇
）
度
に
開
始
し
、
確
認
作
業

を
続
け
、
令
和
四
年
度
末
に
は
内
部
検
討

用
の
資
料
と
な
る
冊
子
を
作
成
し
た
。
条

文
の
読
解
・
抽
出
と
概
要
文
の
作
成
は
木

村
が
中
心
的
に
行
い
、
デ
ー
タ
整
理
全
般

に
は
髙
橋
あ
か
ね
（
本
機
構 

研
究
補
助

員
）、
そ
の
補
助
に
松
本
菜
摘
美
（
元
臨

時
雇
員
）
と
青
木
里
紗
（
臨
時
雇
員
）、

概
要
文
の
確
認
作
業
に
高
夢
雨
（
臨
時
雇

員
）が
あ
た
っ
た
。
今
年
度
末
ま
で
に「
國

學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
上

で
公
開
し
、
そ
の
後
も
増
補
・
編
集
作
業

を
続
け
、
ま
た
他
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の

横
断
連
携
を
行
う
こ
と
で
デ
ー
タ
の
充
実

化
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
は

中
期
五
ヵ
年
計
画
の
戦
略
３
に
お
け
る
、

Ｄ
Ｘ
等
を
活
用
し
た
研
究
成
果
・
学
術
資

産
の
活
用
・
発
信
に
関
連
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
要

　
『
延
喜
式
』
は
古
代
の
国
家
運
営
に
関

す
る
膨
大
な
情
報
量
を
有
す
る
、
古
代
史

研
究
に
不
可
欠
の
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
は

祭
祀
の
理
解
に
お
い
て
も
同
様
で
、「
神

祇
式
」
と
総
称
さ
れ
る
巻
１
～
10
は
特
に

重
宝
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
祭
祀
に
つ

い
て
規
定
し
た
条
文
は
、
巻
11
「
太
政
官

式
」
～
巻
50
「
雑
式
」
の
計
四
十
巻
に
も

数
多
く
散
在
し
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は

こ
れ
ら
を
含
め
た
全
て
の
条
文
の
中
か

ら
、
祭
祀
ご
と
に
関
連
す
る
も
の
を
抽
出

し
て
い
る
。

　

関
連
条
文
を
集
成
し
た
恒
例
祭
祀
は
、

神
祇
令
既
定
の
十
三
種
の
令
制
祭
祀
に
加

え
、
巻
１
・
２
「
四
時
祭
式
」
上
下
に
規

定
の
祭
祀
や
行
事
、
そ
し
て
巻
15
「
内く

ら蔵

式
」
規
定
の
公
お
お
や
け
ま
つ
り
祭
と
い
っ
た
、
毎
年

及
び
毎
月
恒
例
の
諸
祭
祀
で
あ
る
。
ま

た
、
臨
時
の
祭
祀
と
し
て
は
、
代
表
的
な

大
嘗
祭
・
八や
そ
し
ま

十
島
祭
・
出
雲
国
造
神か
ん
よ
ご
と

寿
詞

奏
上
儀
・
神
宮
式
年
遷
宮
を
挙
げ
た
。

　

祭
祀
ご
と
に
抽
出
し
た
条
文
は
、
そ
の

祭
祀
を
中
心
的
に
規
定
し
た
も
の
や
、
文

中
に
祭
祀
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

直
接
的
に
関
連
す
る
条
文
だ
け
で
な
く
、

祭
祀
の
性
格
を
比
較
・
検
討
す
る
上
で
有

益
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
間
接
的
に
関
連

す
る
条
文
も
採
り
上
げ
た
。

な
お
、
概
要
文
は
、
そ
の
条
文
の
大
ま

か
な
内
容
や
性
格
を
解
説
し
た
も
の
で
あ

り
、
詳
細
な
祭
祀
次
第
や
祭
料
の
品
名
・

数
量
等
を
列
挙
す
る
よ
う
な
逐
語
訳
的
な

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
条
文
本
文
は
引

用
し
て
い
な
い
が
、
代
わ
り
に
虎
尾
俊
哉

編
『
訳
注
日
本
史
料　

延
喜
式
』
上
中
下

（
平
成
十
二
～
二
十
九
年
、
集
英
社
）
に

お
け
る
、
条
文
掲
載
巻
・
頁
及
び
対
応
す

る
校
補
・
補
注
の
掲
載
頁
を
付
し
た
。
同

書
は
『
延
喜
式
』
全
巻
を
網
羅
し
た
最
新

の
校
訂
本
で
あ
り
、
頭
注
・
補
注
に
は
通

説
的
理
解
や
研
究
史
な
ど
も
簡
潔
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概

要
文
で
も
、
同
書
の
解
説
を
参
照
し
た
部

分
に
は
そ
の
該
当
頁
を
明
記
し
た
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
単
体
で
も
研
究
の
足
掛
か
り
と

し
て
使
用
で
き
る
が
、
同
書
と
併
せ
て
用

い
る
こ
と
で
、
よ
り
利
便
性
を
向
上
す
る

こ
と
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
延
喜
式
』
撰
上
一
一
〇
〇
年
に
向
け
て

　

三
年
後
の
令
和
九
年
（
二
〇
二
七
）
は
、

『
延
喜
式
』
が
完
成
し
た
延
長
五
年

（
九
二
七
）
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
一
〇
〇
年

の
節
目
に
あ
た
る
。
今
か
ら
約
百
年
前
に

は
、
皇
典
講
究
所
・
全
国
神
職
会
に
よ
り
、

撰
上
一
〇
〇
〇
年
を
記
念
し
た
展
覧
会

（
於
、
本
学
。
大
正
十
五
年〈
一
九
二
六
〉）

が
開
催
さ
れ
、
ま
た
『
校
訂
延
喜
式
』（
昭

和
四
年
〈
一
九
二
九
〉
～
七
年
、
東
京
校

訂
延
喜
式
出
版
部
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
本
学
は
現
在
ま
で
継
続
し
て

『
延
喜
式
』
の
研
究
を
蓄
積
し
て
き
て
お

り
、
本
部
門
で
も
令
和
九
年
に
向
け
て
関

連
す
る
研
究
や
展
示
・
企
画
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

例
え
ば
本
部
門
が
調
査
・
整
理
を
行
っ

て
い
る
西
田
長
男
旧
蔵
資
料
群
に
は
、
複

数
の
『
延
喜
式
』
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
は
室
町
時
代
後
期
写
の
三
条
西

実
隆
筆
の
抄
出
本
（『
研
究
開
発
推
進
機

構
紀
要
』
14
掲
載
の
拙
稿
で
紹
介
）
や
近

世
前
期
写
の
九
条
家
冊
子
本
（
写
真
参

照
）
な
ど
、
存
在
自
体
は
学
界
に
知
ら
れ

て
い
て
も
長
く
所
在
が
明
確
で
は
な
か
っ

た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
を
本

部
門
が
学
内
外
の
研
究
者
の
ハ
ブ
と
な
っ

て
研
究
を
進
め
、
ま
た
広
く
社
会
に
展

示
・
公
開
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
き
な
意

義
を
持
つ
と
考
え
る
。

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
今

後
の
本
部
門
に
お
け
る
『
延
喜
式
』
研
究

の
一
環
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

 

（
文
責
・
木
村
大
樹
）

　
『
延
喜
式
』
祭
祀
関
連
条
文
集
成

　

『延喜式』九条家冊子本（右：巻10第一丁表、左：同奥書）、
國學院大學博物館蔵、西田長男旧蔵
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日
本
文
化
研
究
所
は
、
研
究
面
に
お
け

る
国
際
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
を
念
頭
に

置
い
て
、K

okugakuin Japan Studies

と
い
う
英
文
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を

二
〇
一
九
年
度
に
創
刊
し
た
。
刊
行
時
期

的
に
こ
れ
ま
で
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
本
号
で
報
告
す
る
。
同
誌

は
、
本
学
の
「
日
本
」
に
関
わ
る
学
術
成

果
を
国
際
的
に
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
編
集
委
員
会
が
毎
号

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
テ
ー
マ
に
即
し
た
論

文
三
本
程
度
を
、
英
訳
し
て
掲
載
し
て
い

る
。創

刊
号
は“Interrogating the 

Boundaries of Japanese Culture”

（
日
本
文
化
の
境
界
を
問
う
）
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
次
の
三
本
の
論
考
を
掲
載
し

た
。

・ T
A

N
IG

U
C

H
I M

asahiro “T
he 

K
ojiki’s W

orldview
: Entangled 

W
orlds of Gods and H

um
ans”

（
谷

口
雅
博
「『
古
事
記
』
の
世
界
認
識
―

交
錯
す
る
神
の
世
界
と
人
の
世
界
―
」

『
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
二
号
、

二
〇
一
七
年
二
月
、
一
～
一
五
頁
の
英

訳
）

・ H
A

N
A

BE H
ideo “O

n the Folktale 
A

n O
x in the B

ride’s C
arriage: 

Classical T
ellings and W

orldw
ide 

Com
parisons”

（
花
部
英
雄「
昔
話「
嫁

の
輿
に
牛
」
の
研
究
―
古
典
お
よ
び
世

　
K

okugakuin Japan Studies (K
JS)

界
と
の
比
較
―
」『
國
學
院
雑
誌
』

一
二
〇
巻
三
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
、

一
九
～
三
二
頁
の
英
訳
）

・ ISH
IK

A
W

A
 N

orio “T
he O

rigins 
of Shim

ao T
oshio’s “Japonesia” 

Ideas”

（
石
川
則
夫
「
島
尾
敏
雄
の
「
ヤ

ポ
ネ
シ
ア
」
論
―
そ
の
起
源
へ
」『
國

學
院
雑
誌
』
一
一
八
巻
一
号
、

二
〇
一
七
年
一
月
、
六
七
～
八
四
頁
の

英
訳
）

二
〇
二
〇
年
度
刊
行
の
第
二
号
で
は
、

皇
位
継
承
を
念
頭
に
置
い
て“T

he 
Em

peror and the Japanese Culture”

（
天
皇
と
日
本
文
化
）
を
テ
ー
マ
に
据
え
、

次
の
三
本
の
論
考
を
掲
載
し
た
。

・ T
O

SA
 H

idesato “Portrait of the 
Solitary Em

press: Genm
ei T

ennō 
in M

an’yōshū”

（
土
佐
秀
里
「
孤
独

な
女
帝
の
肖
像
―
万
葉
集
が
語
る
元
明

天
皇
―
」『
國
學
院
大
學
紀
要
』
五
六

巻
、
二
〇
一
八
年
二
月
、
一
〇
三
～

一
二
九
頁
の
英
訳)

・ Ō
ISH

I Y
asuo “T

he Com
position 

of the “Plum
-blossom

 Poem
s” in 

M
an’yōshū”

（
大
石
泰
夫
「
梅
の
花

の
歌
の
成
立
」『
國
學
院
雑
誌
』

一
二
〇
巻
一
〇
号
、
二
〇
一
九
年
十

月
、
一
～
一
三
頁
の
英
訳
）

・ M
O

T
E

G
I Sadasum

i “Japan’s 
Im

perial H
ousehold R

ites: 
M

eaning, Significance, and 

Current Situation”

（
茂
木
貞
純
「
皇

室
祭
祀
の
意
義
と
現
状
」『
國
學
院
雑

誌
』
一
二
〇
巻
一
一
号
、
二
〇
一
九
年

十
一
月
、
二
七
四
～
二
九
三
頁
の
英
訳
）

二
〇
二
一
年
度
刊
行
の
第
三
号
で
は
、

“T
ransm

itting Japanese Cultures”

（
日
本
文
化
を
伝
え
る
）
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
特
に
日
本
の
芸
能
・
祭
礼
の
伝
承
に

関
わ
る
、
次
の
三
本
の
論
考
を
掲
載
し
た
。

・ O
GA

W
A

 N
aoyuki “Public Stage 

Perform
ances of Folk Perform

ing 
A

rts 

（M
inzoku G

einō

） in Japan: 
H

isto
ry

, M
e

a
n

in
g

 a
n

d 
Significance”

（
小
川
直
之
「
民
俗
芸

能
の
舞
台
公
演
―
そ
の
歴
史
・
意
義
―
」

『
都
市
民
俗
研
究
』
二
四
号
、
二
〇
一
九

年
二
月
、
一
～
一
二
頁
の
英
訳
）

・ Y
A

M
A

M
O

T
O

 K
enta “T

he 
Structure of Iw

am
i K

agura’s 
Existence in W

estern Shim
ane 

Prefecture”

（
山
本
健
太
「
島
根
県
西
部

地
域
に
お
け
る
石
見
神
楽
の
存
立
構
造
」

『
國
學
院
大
學
紀
要
』
五
九
巻
、
二
〇
二
一

年
二
月
、
二
九
～
四
九
頁
の
英
訳
）

・ K
U

R
O

SA
K

I H
iroyuki “T

he 
Inclusiveness of Festival Culture in 
the Post-Disaster Rural Com

m
unity 

Restructuring Process”

（
黒
﨑
浩
行

「
災
害
後
の
集
落
再
編
過
程
に
見
ら
れ
る

祭
礼
文
化
の
包
摂
性
」『
國
學
院
大
學
紀

要
』
五
九
巻
、
二
〇
二
一
年
二
月
、
一
五

～
二
八
頁
の
英
訳
）

二
〇
二
二
年
度
刊
行
の
第
四
号
で
は
、

“Japanese C
ulture: F

orm
ation, 

T
ransform

ation, and Passing O
n”

（
日
本
文
化
の
形
成
・
変
容
・
継
承
）
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
文
化
が
変
容
し
な
が
ら

継
承
さ
れ
て
い
く
側
面
に
つ
い
て
論
じ

た
、
次
の
三
本
の
論
考
を
掲
載
し
た
。

・ S
U

Z
U

K
I 

S
a

to
k

o
 

“T
h

e 
Background to the Form

ation of 
Shinto Shrines’ A

nnual Events: 
Seasonal Celebration Rites”

（
鈴

木
聡
子
「
神
社
年
中
行
事
の
形
成
背
景

―
節
日
神
事
を
中
心
に
―
」『
國
學
院

雑
誌
』
一
二
二
巻
一
〇
号
、
二
〇
二
一

年
十
月
、
一
～
一
五
頁
の
英
訳)

・ IT
Ō

 Ryōhei “T
he Sites of T

ales’ 
Births and D

eaths: “D
isorienting 

D
eity” -type B

ew
itching F

ox 
Stories”

（
伊
藤
龍
平
「
物
語
が
生
ま

れ
る
場
、
死
ぬ
場
―
「
迷
ハ
シ
神
型
」

妖
狐
譚
を
例
と
し
て
―
」『
日
本
文
學

論
究
』
八
一
冊
、
二
〇
二
二
年
三
月
、

五
～
一
四
頁
の
英
訳
）

・ H
A

T
T

O
R

I H
irom

i “U
m

brella 
Floats Connecting the D

ead and 
Living: T

he First Bon Events of 
the N

akiri H
am

let in M
ie”

（
服
部

比
呂
美
「
死
者
と
生
者
を
結
ぶ
傘
鉾
―

三
重
県
志
摩
市
大
王
町
波
切
の
新
盆
行

事
か
ら
―
」『
國
學
院
雑
誌
』
一
一
八

巻
四
号
、
二
〇
一
七
年
四
月
、
一
五
三

～
一
七
〇
頁
の
英
訳
）

二
〇
二
三
年
度
末
に
、
第
五
号
を
刊
行

す
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
公
開
に
つ
い
て
、
日
本
文
化
研

究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://w

w
w

.
kokugakuin.ac.jp/research/oard/
ijcc/ijcc-publications 

と
、
学
術
情
報

リ
ポ
ジ
ト
リ https://k-rain.repo.nii.

ac.jp/ 

に
掲
示
し
て
い
る
。

 

（
文
責
・
星
野
靖
二
） 
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■
展
示
趣
旨

　
特
別
展
の
ね
ら
い
と
伊
豆
諸
島
・
半
島

伊
豆
半
島
・
諸
島
は
、
環
太
平
洋
造
山

帯
の
一
角
を
成
す
火
山
帯
に
由
来
す
る
、

厳
し
く
も
豊
か
な
自
然
環
境
・
景
観
に
恵

ま
れ
る
。
そ
う
し
た
環
境
・
景
観
の
形
成

に
は
、
三
つ
の
大
き
な
プ
レ
ー
ト
の
動
き

が
関
係
し
て
い
る
。
プ
レ
ー
ト
と
い
う
大

地
の
営
み
が
生
み
出
し
た
伊
豆
半
島
は
、

地
質
学
的
な
特
異
性
と
そ
の
美
し
い
自
然

か
ら
、
二
〇
一
八
年
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
た
。

そ
う
し
た
伊
豆
地
域
に
お
い
て
、
古
代

の
人
々
は
自
然
の
現
象
で
あ
る
噴
火
と
造

島
に
神
々
の
は
た
ら
き
を
見
出
し
、
神
の

存
在
を
認
識
し
て
祭
祀
を
行
っ
て
き
た
。

神
々
の
神
業
は
古
代
国
家
に
よ
っ
て
重
視

さ
れ
、
国
史
を
は
じ
め
と
し
た
文
献
記
録

や
考
古
遺
物
に
は
、
祭
り
が
捧
げ
ら
れ
た

痕
跡
を
見
出
せ
る
。
三
嶋
の
神
と
そ
の
眷

属
神
に
対
す
る
信
仰
の
起
こ
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
中
世
以
降
は
神
仏
関
係
が
高
ま

る
中
で
、
古
代
の
神
の
事
蹟
は
仏
教
的
な

世
界
観
や
語
句
に
根
差
し
て
再
編
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
「
三
嶋
大
明
神
縁
起
」
と
し
て

流
布
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
誕
生
し
た
神
の

新
た
な
物
語
は
、
島
々
の
創
成
説
話
と
伝

え
ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
一
方
、

三
嶋
神
は
源
頼
朝
以
来
、
武
士
の
守
護
神

と
し
て
も
崇
敬
さ
れ
、
各
地
へ
と
信
仰
は

広
ま
り
を
み
せ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
伊
豆
三
嶋
信
仰
に
つ
い
て
、

本
学
で
は
大
場
磐
雄
博
士
以
来
の
神
道
学
・

考
古
学
を
中
心
と
し
た
研
究
蓄
積
と
実
績

を
有
す
る
が
、
こ
の
度
の
特
別
展
は
、
神

の
は
た
ら
き
の
理
解
・
説
明
に
、
地
球
科

学
・
地
質
学
と
い
う
自
然
科
学
的
な
知
見

を
加
え
る
と
い
う
文
理
融
合
を
一
つ
の
姿

勢
と
し
て
、
改
め
て
捉
え
直
し
、
展
示
・

公
開
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

右
に
基
づ
き
、
本
展
示
は
伊
豆
半
島
ユ

ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
５
周
年
を

記
念
し
、
同
パ
ー
ク
を
推
進
・
運
営
し
て

い
る
一
般
社
団
法
人　

美
し
い
伊
豆
創
造

セ
ン
タ
ー
（
以
降
、
セ
ン
タ
ー
と
表
記
）

と
國
學
院
大
學
博
物
館
と
の
間
で
協
定
を

結
び
、
相
互
協
力
の
下
に
開
催
し
た
。
本

学
博
物
館
で
の
特
別
展
の
ほ
か
、
伊
豆
半

島
ジ
オ
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
ジ
オ
リ

ア
」に
お
い
て
も
、
サ
テ
ラ
イ
ト
展
示「
三

嶋
の
神
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
―
伊
豆
半
島
と
三

嶋
信
仰
の
歩
み
―
」（
会
期
：
令
和
五
年

九
月
二
十
三
日
（
土
）
～
同
十
一
月

二
十
八
日
（
火
））
を
開
催
し
、
大
学
の

み
な
ら
ず
現
地
で
催
事
を
行
う
な
ど
、
密

接
な
協
力
の
上
で
実
施
し
た
。

な
お
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
世
界
遺
産

な
ど
と
同
様
に
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合

教
育
科
学
文
化
機
関
）
が
推
し
進
め
て
い

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
う
。
地
質
学
的
に
み

て
国
際
的
な
価
値
の
あ
る
サ
イ
ト
（
場

所
）
を
、「
保
護
」「
教
育
」「
持
続
可
能

な
開
発
」
が
一
体
と
な
っ
た
概
念
に
よ
り

管
理
す
る
エ
リ
ア
を
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と

す
る
。
価
値
あ
る
地
質
遺
産
を
保
護
し
な

が
ら
、
環
境
教
育
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

い
っ
た
分
野
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
持
続
可
能
な
開
発
を
促
す
も
の
で
あ

る
。

■
開
催
概
要

会
期
： 

令
和
五
年
九
月
二
十
三
日
（
土
）

～
同
十
一
月
十
九
日
（
日
）

主
催
：
國
學
院
大
學
博
物
館

共
催
： 

一
般
社
団
法
人　

美
し
い
伊
豆
創

造
セ
ン
タ
ー

後
援
：
神
社
本
庁

催
事
： 

本
特
別
展
に
関
連
し
て
、
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
各
種
の
催
事
を
開
催

し
た
。
主
催
は
〈
國
〉
＝
國
學
院

大
學
博
物
館
、〈
美
〉
＝
セ
ン
タ
ー

の
形
で
表
記
す
る
。

● 

八
月
二
十
六
日
（
土
）、
ト
ー
ク
・
ジ

オ
カ
フ
ェ
＠
三
島
「
三
嶋
の
神
の
モ
ノ

ガ
タ
リ
～
伊
豆
の
動
く
大
地
と
そ
こ
に

生
ま
れ
た
信
仰
～
」、
於
三
島
市
民
文

化
会
館
〈
美
〉

● 

令
和
五
年
九
月
二
十
三
日
（
土
）、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
於
國
學
院
大

學
博
物
館
〈
國
〉

　

同
セ
ン
タ
ー
の
代
表
理
事
：
豊
岡
武
士

会
長
（
三
島
市
長
）
を
始
め
と
す
る
、
関

係
者
出
席
の
下
、
記
念
撮
影
や
動
画
公
開

な
ど
が
催
さ
れ
た
。

● 

同
十
月
九
日
（
月
）、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
「
伊
豆
の
神
々
と
火
山
を
語
る
」
於

國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
一
階
〈
國
〉

※ 

「
三
嶋
の
神
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ト
ー
ク
と
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
兼
ね
る

● 

同
十
月
二
十
一
日
（
土
）、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
＠
白
浜
、
於
静
岡
県
下
田
市
〈
美
〉

● 

同
十
一
月
四
日
（
土
）、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
＠
三
島
、
於
静
岡
県
三
島
市
〈
美
〉

展
示
： 

展
示
テ
ー
マ
の
舞
台
と
な
っ
た
静

岡
県
三
島
市
、
同
下
田
市
や
東
京

都
三
宅
島
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ュ
ア

ル
的
な
理
解
の
促
進
な
ら
び
に
、

プ
レ
ー
ト
の
活
動
に
よ
る
伊
豆
半

島
の
成
り
立
ち
を
示
す
た
め
、
博

 
特
別
展

　
「
三
嶋
の
神
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
―
焼
き
出
さ
れ
た
伊
豆
の
島
々
―
」

会長と当館館長の記念撮影

ポスター・チラシ画像
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物
館
メ
デ
ィ
ア
ウ
ォ
―
ル
に
て
、

開
催
期
間
中
は
同
セ
ン
タ
ー
よ
り

提
供
さ
れ
た
動
画
二
本
を
放
映
し

て
い
た
。

■
関
連
動
画

展
示
さ
れ
た
伊
豆
三
嶋
信
仰
お
よ
び

「
三
嶋
大
明
神
縁
起
」
へ
の
理
解
を
深
め

る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
二
本
の
展
示
解

説
動
画
を
作
成
し
、
当
館
のO

nline 
M

useum
e

（Y
ouT

ube
）
上
で
公
開
し

た
。
題
名
と
解
説
者
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

① 

特
別
展
「
三
嶋
の
神
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
―

焼
き
出
さ
れ
た
伊
豆
の
島
々
―
」

　

公
開
：
十
月
十
四
日
（
土
）
正
午
～

　

解
説
者
：  

吉
永
博
彰
（
國
學
院
大
學
博

物
館
・
助
教
）

②
「
三
嶋
大
明
神
縁
起
」
を
カ
タ
る

　

公
開
：
十
一
月
一
日
（
水
）
正
午
～

　

解
説
者
： 

三
橋　

健
（
國
學
院
大
學
博

物
館
・
客
員
教
授
）

■
刊
行
物

　

特
別
展
図
録
（
Ａ
４
判
・
八
八
頁
・

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
）
一
冊
を
刊
行
し
た
。

■
展
示
構
成

全
五
章
か
ら
成
る
本
展
の
展
示
構
成
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

序
章　

�

伊
豆
諸
島
・
伊
豆
半
島
の
成
り
立

ち
と
ジ
オ
パ
ー
ク

伊
豆
諸
島
・
同
半
島
は
、
火
山
活
動
帯

に
由
来
す
る
温
泉
や
海
浜
、
海
食
洞
ほ
か

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
近
年
は
地

質
遺
産
を
保
護
・
活
用
し
て
持
続
可
能
な

開
発
を
目
指
す
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
認
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
先
ず
、
展
示
資
料

と
し
て
美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
よ
り

借
用
し
た
土
層
の
剥
ぎ
取
り
標
本
や
岩
石

標
本
を
陳
列
し
、
ま
た
伊
豆
地
域
に
お
け

る
噴
火
・
地
震
災
害
の
年
表
を
パ
ネ
ル
で

示
す
な
ど
、
地
球
科
学
・
地
質
学
と
い
う

自
然
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
く
伊
豆
半

島
・
諸
島
の
成
り
立
ち
と
、
ジ
オ
パ
ー
ク

の
活
動
を
紹
介
し
た
。

第
Ⅰ
章　

�

神
の
顕あ

ら
わ
れ現
と
モ
ノ
ガ
タ
リ
の
始

ま
り

三
嶋
神
と
そ
の
眷
属
神
の
顕
現
な
ら
び

に
島
の
焼
出
に
つ
い
て
は
、
古
代
社
会
の

中
で
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た

の
か
。
第
Ⅰ
章
で
は
導
入
と
し
て
、『
日

本
書
紀
』『
日
本
後
紀
』『
後
日
本
後
紀
』

と
い
う
六
国
史
ほ
か
古
代
の
歴
史
書
（
の

近
世
の
版
本
・
写
本
）
や
、
大
島
の
泉
浜

遺
跡
Ｃ
地
点
出
土
遺
物
と
い
っ
た
祭
祀
遺

物
の
展
示
を
通
じ
て
、
古
代
の
三
嶋
神
や

そ
の
后
神
・
御
子
神
と
い
っ
た
眷
属
神
に

捧
げ
ら
れ
た
祭
祀
や
信
仰
の
様
態
を
示
し

て
い
る
。

第
Ⅱ
章　
火
の
島
を
め
ぐ
る
モ
ノ
ガ
タ
リ

　

古
代
国
家
の
祭
祀
制
度
が
変
容
し
、
平

安
中
期
頃
ま
で
に
は
国
司
に
よ
っ
て
伊
豆

三
嶋
神
を
祀
る
場
も
府
中
へ
と
移
さ
れ
た

が
、
原
初
に
三
嶋
神
を
祀
る
中
心
地
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
三
宅
島
で
は
、
三
嶋
信

仰
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
は
、
三
嶋
の
神
の
モ
ノ
ガ
タ

リ
と
も
い
う
べ
き
、
古
代
の
三
嶋
神
に
よ

る
島
の
焼
出
の
霊
験
に
根
差
し
て
作
り
出

さ
れ
た
「
三
嶋
大
明
神
縁
起
」
を
始
め
、

当
地
が
古
代
国
家
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
「
奈
良
三
彩
」（
断
片
）
等

の
関
連
資
料
に
よ
り
、
島
嶼
部
に
み
た
信

仰
の
様
相
や
祭
祀
の
実
態
を
示
す
。

第
Ⅲ
章　

�

伊
豆
半
島
で
モ
ノ
ガ
タ
ら
れ
る

三
嶋
大
明
神

　

島
嶼
部
で
祀
ら
れ
て
い
た
三
嶋
神
は
、

ま
ず
島
嶼
を
一
同
に
望
む
伊
豆
半
島
南
部

の
白
浜
の
地
、
后
神
を
祀
る
伊
古
奈
比
咩

命
神
社
に
程
近
い
地
域
に
遷
し
祀
ら
れ
た

と
さ
れ
る
。
や
が
て
平
安
後
期
に
至
り
、

社
会
構
造
の
変
化
と
噴
火
活
動
の
小
康
期

も
相
ま
っ
て
、
三
嶋
神
は
造
島
と
い
う
自

然
現
象
に
係
る
神
か
ら
国
鎮
守
へ
と
位
置

付
け
に
変
化
を
み
せ
る
が
、
半
島
南
部
で

も
古
代
以
来
の
三
嶋
神
の
神
威
が
、
仏
教

と
の
関
わ
り
の
中
で
中
世
神
話
と
し
て
縁

起
の
形
に
改
め
ら
れ
、
流
布
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。『
三
宅
記
』
の
名
で
知
ら
れ
る

同
社
所
蔵
の
縁
起
ほ
か
、
境
内
出
土
遺
物

な
ど
を
展
示
し
、
半
島
部
に
お
け
る
信
仰

の
展
開
を
紹
介
し
た
。

第
Ⅳ
章　
三
嶋
明
神
と
武も

の
の
ふ
た
ち

家
政
権

　

国
府
で
奉
斎
さ
れ
る
に
至
っ
た
三
嶋
明

神
は
、
源
頼
朝
に
よ
る
平
氏
政
権
の
打
倒

に
効
験
を
み
せ
る
。
以
来
、
武
門
の
守
護

神
と
し
て
各
地
に
勧
請
・
奉
斎
さ
れ
、
三

嶋
信
仰
が
広
が
る
端
緒
と
な
っ
た
。
ま

た
、
鎌
倉
期
以
降
は
東
海
道
の
道
筋
の
変

更
に
伴
い
境
内
が
街
道
に
直
接
面
す
る
よ

う
に
な
り
、
社
頭
は
名
所
と
し
て
興
隆
す

る
。
本
章
で
は
『
吾
妻
鏡
』
や
「
三
嶋
大

社
矢
田
部
家
文
書
」（
国
指
定
文
化
財
）

な
ど
の
関
係
資
料
を
基
に
、
当
社
・
中
世

三
嶋
明
神
と
歴
代
の
武
家
政
権
と
の
関
係

を
紹
介
し
、
社
頭
図
や
浮
世
絵
等
か
ら
社

頭
の
様
相
を
示
し
た
。

終
章　

�

國
學
院
大
學
と
伊
豆
三
嶋
研
究
の

系
譜

　

考
古
学
・
神
道
学
問
わ
ず
、
伊
豆
半

島
・
同
諸
島
の
神
社
や
神
祇
信
仰
を
対
象

に
し
た
研
究
と
國
學
院
大
學
と
の
関
わ
り

は
古
く
、
大
場
磐
雄
博
士
を
中
心
と
し
た

伊
古
奈
比
咩
命
神
社
（
白
濱
神
社
）
の
社

誌
編
纂
（
一
九
四
三
年
刊
行
）
以
来
、
現

代
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
蓄
積
を
有
す

る
。
國
學
院
大
學
に
お
け
る
伊
豆
三
嶋
研

究
の
研
究
成
果
と
し
て
、
社
誌
の
草
稿
本

や
収
集
し
た
絵
葉
書
、
こ
れ
ま
で
の
本
学

に
お
け
る
関
連
の
刊
行
物
等
を
展
示
し

た
。

 

（
文
責
・
吉
永
博
彰
） 

「三嶋大明神縁起」をカタる
サムネイル画像

図録の表紙画像
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■
博
物
館
の
特
集
展
示

國
學
院
大
學
博
物
館
の
展
示
に
は
、
国

学
と
本
学
に
よ
る
教
育
・
研
究
の
歩
み
を

示
す
校
史
展
示
、
考
古
資
料
か
ら
日
本
列

島
の
歴
史
を
紐
解
く
考
古
展
示
、
そ
し
て

我
が
国
の
信
仰
文
化
を
伝
え
る
神
道
展
示

か
ら
な
る
「
常
設
展
示
」
や
、
大
規
模
な

研
究
公
開
の
場
で
あ
る
「
特
別
展
示
・
企

画
展
示
」
の
ほ
か
、
最
新
の
研
究
成
果
な

ど
を
紹
介
す
る
「
特
集
展
示
」
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
特
集
展
示
」
は
、
本
学
に

よ
る
研
究
・
教
育
成
果
の
公
開
や
、
連
携

館
と
の
共
同
事
業
、
学
会
連
携
イ
ベ
ン

ト
、
あ
る
い
は
所
縁
の
神
社
に
お
け
る
各

種
事
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
展
示
な
ど
か

ら
な
り
、
広
く
社
会
的
な
関
心
に
応
え
る

も
の
。
年
単
位
で
の
準
備
を
要
す
る
「
特

別
展
・
企
画
展
」
と
異
な
り
、
小
規
模
な

が
ら
時
宜
に
適
っ
た
速
報
的
展
示
が
可
能

と
な
る
の
も
、「
特
集
展
示
」
の
優
れ
た

特
徴
と
言
え
よ
う
。
以
下
で
は
、
令
和
五

年
度
（
二
〇
二
三
年
度
）
に
開
催
し
た
特

集
展
示
に
つ
い
て
、
概
ね
時
系
列
順
に
紹

介
し
て
お
き
た
い
。

■
神
道
文
化
関
係

　

所
縁
の
神
社
に
関
わ
る
も
の
と
し
て

は
、
四
月
か
ら
賀
茂
別
雷
神
社
賀
茂
競
馬

九
三
〇
年
記
念
事
業
「
横
山
華
山
筆
『
賀

茂
競
馬
図
屏
風
』
記
念
公
開
」、
九
月
か

ら
同
「『
上
賀
茂
神
社
競
馬
図
屏
風
』
記

念
公
開
」
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
寛
治

七
年
（
一
〇
九
三
年
）
に
始
め
ら
れ
た
賀

茂
競
馬
関
係
の
周
年
展
示
で
あ
り
、
各
地

の
博
物
館
・
美
術
館
に
お
け
る
「
コ
ラ
ボ

展
示
」
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
孔
子
の
言
行
を
伝
え
る
『
論
語
』

が
、
ど
の
よ
う
に
普
及
し
て
い
っ
た
か
紹

介
す
る
企
画
展
「
論
語 for Beginners

―
『
論
語
』
と
格
闘
し
た
江
戸
時
代
―
」

の
開
催
に
合
わ
せ
、
儒
教
と
神
道
と
の
関

係
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
同

時
開
催
企
画
と
し
て
、
七
月
か
ら
「
垂
加

神
道
の
展
開
―
儒
学
・
神
道
と
格
闘
し
た

人
々
―
」
を
実
施
し
た
。

■
文
学
・
民
俗
学
関
係

　

文
学
関
係
と
し
て
は
、
中
古
文
学
会
と

の
共
催
に
て
、
五
月
の
同
会
春
季
大
会
に

合
わ
せ
て
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
の
歌

書
を
紹
介
す
る
「
平
安
朝
和
歌
へ
の
誘

い
」
を
企
画
し
た
。

　

九
月
か
ら
は
、
関
東
大
震
災
一
〇
〇

年
・
折
口
信
夫
没
後
七
十
年
を
機
に
、
折

口
の
詩
「
砂
け
ぶ
り
」
を
軸
と
し
て
朝
鮮

人
虐
殺
問
題
に
焦
点
を
当
て
た
「
蝋
燭
と

流
言
の
夜
―
折
口
信
夫
が
見
た
関
東
大
震

災
―
」
を
開
催
。
そ
こ
で
は
、
折
口
の
弟

子
で
あ
っ
た
考
古
学
者
、
大
場
磐
雄
が
残

し
た
震
災
当
時
の
写
真
も
活
用
し
て
い

る
。

■
刀
剣
学
関
係

今
年
度
は
、
刀
剣
関
係
の
特
殊
展
示
も

相
次
い
だ
。
足
利
市
に
よ
る
名
刀
山
姥
切

國
廣
の
購
入
が
決
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

十
月
よ
り
「
近
代
刀
剣
学
序
説
―
『
山
姥

切
國
廣
』
発
見
の
頃
―
」
を
開
催
。
こ
れ

は
、
本
学
が
近
代
的
な
刀
剣
研
究
の
黎
明

期
に
中
心
を
な
し
た
こ
と
に
因
む
も
の
。

山
姥
切
國
廣
も
、
杉
原
祥
造
が
大
正
年
間

に
本
学
に
お
け
る
講
義
で
取
り
上
げ
た
こ

と
か
ら
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

続
い
て
十
一
月
か
ら
実
施
し
た
「
桑
名

宗
社
伝
来
―
双
子
の
宝
刀
『
村
正
』
―
」

は
、
太
平
洋
戦
争
中
に
、
刀
身
保
護
の
た

め
漆
塗
り
に
さ
れ
た
村
正
の
奉
納
太
刀
を

修
復
す
る
た
め
の
「
出
開
帳
」
と
し
て

行
っ
た
も
の
。
修
復
に
向
け
た
桑
名
宗
社

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
目
標

を
大
き
く
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
と
い

う
。

■
相
互
貸
借
事
業

暫
く
休
止
し
て
い
た
西
南
学
院
大
学
博

物
館
と
の
相
互
貸
借
事
業
も
十
一
月
か
ら

再
開
と
な
り
、
本
学
に
て
「
創
ら
れ
た
キ

リ
シ
タ
ン
像
―
資
料
か
ら
み
る
キ
リ
シ
タ

ン
へ
の
ま
な
ざ
し
―
」
を
開
催
し
た
。
こ

れ
は
、
西
南
学
院
大
学
博
物
館
が
実
施
し

た
特
別
展
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
る
。

な
お
、
西
南
学
院
大
学
博
物
館
で
は
、
先

述
し
た
当
方
企
画
の
「
近
代
刀
剣
学
序
説

―
『
山
姥
切
國
廣
』
発
見
の
頃
―
」
を
展

観
し
た
。

■
大
学
院
・
学
部

今
年
度
は
、
博
物
館
の
前
身
の
一
つ
で

あ
る
考
古
学
標
本
室
の
創
立
か
ら
九
十
五

年
、
そ
し
て
現
在
の
館
名
に
改
め
て
か
ら

十
年
に
当
た
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
十
一

月
よ
り
「
見
は
る
か
す
九
十
五
年
―
発
展

す
る
研
究
拠
点
―
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ

は
、
大
学
院
に
お
け
る
「
博
物
館
学
専
門

実
習
」
の
成
果
で
も
あ
り
、
大
学
院
生
が

授
業
の
一
環
と
し
て
企
画
・
展
示
に
参
画

す
る
な
ど
、
実
践
的
な
学
芸
職
教
育
の
効

果
を
上
げ
て
い
る
。

■
そ
の
他

な
お
、
令
和
六
年
二
月
に
は
、
西
南
学

院
大
学
博
物
館
に
よ
る
相
互
貸
借
展
示
の

展
示
替
え
と
、
ウ
ポ
ポ
イ
渋
谷
公
演
「
イ

ノ
ミ
」
に
合
わ
せ
て
の
小
規
模
展
示
を
計

画
し
て
い
る
。

 

（
文
責
・
深
澤
太
郎
） 

國
學
院
大
學
博
物
館 

　

令
和
五
年
度
の
特
集
展
示
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連
携
し
、
館
内
で
音
声
で
の
解
説
が
聞
け

る
「
ポ
ケ
ッ
ト
学
芸
員
」
を
開
始
し
た
。　

産
業
文
化
博
物
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（CO
M

IC

）
の
受
入
れ
や
西
南
学
院
大
学

博
物
館
と
の
相
互
貸
借
展
示
の
再
開
、「
国

際
博
物
館
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
、

勢
力
的
に
活
動
を
行
っ
た
。

四
、
環
境
整
備
・
営
繕

展
示
・
保
管
空
間
の
空
気
質
・
温
湿
度

を
良
好
な
水
準
に
維
持
す
る
た
め
の
施
策

や
Ｉ
Ｐ
Ｍ
を
実
施
し
、
資
料
保
護
・
管
理

運
営
の
質
的
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、

図
書
館
事
務
課
の
協
力
を
得
て
、
博
物
館

外
の
Ａ
Ｍ
Ｃ
資
料
収
蔵
エ
リ
ア
に
お
い
て

も
、
害
虫
対
策
の
予
備
調
査
に
着
手
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
は
、
５
類

移
行
後
の
関
連
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
即
し
て

各
種
対
策
を
再
考
・
実
施
し
た
。

五
、
運
営
支
援

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
活
用
し
た

積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
減
少
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
の
店
頭
販
売
も
回
復
し
、
本
年

度
よ
り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
し

た
。本

年
度
の
入
館
者
数
は
、
令
和
六
年
一

月
末
日
現
在
、
約
五
万
人
と
な
り
（
表
２
）、

コ
ロ
ナ
以
前
の
来
館
数
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

 

（
文
責
・
國
學
院
大
學
博
物
館
） 

一
、
活
動
報
告

令
和
五
年
度
は
、
博
物
館
の
展
示
・
公

開
と
し
て
、
特
別
展
一
回
、
企
画
展
五

回
、
特
集
展
示
を
七
回
開
催
し
た
（
他
、

記
念
展
示
や
季
節
の
展
示
も
実
施
）。
館

内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
部
分
的
に
実
施
し
つ
つ
、
通

常
開
館
で
の
運
営
を
行
っ
た
。

そ
の
他
、
博
物
館
の
基
盤
強
化
の
た
め

の
施
策
を
継
続
・
推
進
し
た
。
特
に
本
年

度
は
、
学
部
や
学
生
と
の
連
携
や
外
部
で

の
普
及
活
動
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

二
、
展
示
公
開
（
表
１
）

【
特
別
展
】

・
特
別
展
「
三
嶋
の
神
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
―

焼
き
出
さ
れ
た
伊
豆
の
島
々
―
」＊（
図
録

刊
行
）、
会
期
：
令
和
五
年
九
月
二
十
三

日
～
十
一
月
十
九
日
。
主
催
：
当
館
、
共

催
：（
一
般
社
団
法
人
）
美
し
い
伊
豆
創

造
セ
ン
タ
ー
、
後
援
：
神
社
本
庁
。

【
企
画
展
・
特
集
展
示
】

・
春
の
特
別
列
品
「
土
御
門
家
が
み
た
宇

宙
―
江
戸
時
代
の
天
文
観
測
―
」（
図
録

刊
行
）、
会
期
：
令
和
五
年
四
月
一
日
～

五
月
十
四
日
。
主
催
：
当
館
、
本
学
図
書

館
。

・
企
画
展
「
祓
―
儀
礼
と
思
想
」（
図
録

刊
行
）、
会
期
：
令
和
五
年
五
月
二
十
日

～
七
月
九
日
。
主
催
：
当
館
。

・
企
画
展
「
論
語for Beginners

―
『
論

語
』
と
格
闘
し
た
江
戸
時
代
」（
図
録
刊

行
）、
会
期
：
令
和
五
年
七
月
十
五
日
～

令
和
五
年
度 

　

國
學
院
大
學
博
物
館
活
動
報
告

九
月
十
八
日
。
主
催
：
当
館
（
協
力
：
本

学
文
学
部
中
国
文
学
科
）。

・
企
画
展
「
マ
ラ
ッ
カ
を
越
え
て
極
東
ア

ジ
ア
へ
―
ポ
ル
ト
ガ
ル
地
図
学
の
十
六

世
紀
―
」（
図
録
刊
行
）、
会
期
：
令
和
五

年
十
一
月
二
十
五
日
～
令
和
六
年
二
月

十
二
日
。
主
催
：
当
館
（
協
力
：
本
学
文

学
部
地
理
学
研
究
室
）。

・
企
画
展
「
榧
園
好
古
図
譜
―
北
武
蔵
の

名
家
・
根
岸
家
の
古
物
（
た
か
ら
）
―
」

（
図
録
刊
行
）、
会
期
：
令
和
六
年
二
月

十
七
日
～
四
月
十
四
日
を
予
定
。
主
催
：

当
館
。

　

こ
の
ほ
か
、
神
道
展
示
室
に
て
、
賀
茂

別
雷
神
社
（
京
都
府
）
賀
茂
競
馬
九
百
三
十

年
記
念
事
業
と
連
携
し
た
展
示
を
二
回
実

施
し
た
。
ま
た
特
集
展
示
と
し
て
、
本
学

博
物
館
学
の
実
習
展
示
を
行
う
な
ど
、
全

体
を
通
し
て
学
部
や
大
学
院
と
の
連
携
が

図
ら
れ
た
。
特
集
展
示
は
表
１
を
参
照
。（
＊

は
指
定
文
化
財
の
借
用
を
伴
う
）

三
、
教
育
普
及

教
育
普
及
事
業
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降

初
と
な
る
対
面
で
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
。
加
え
てY

ouT
ube

で
展
示
解
説
の

動
画
を
公
開
し
て
い
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
も
引
き
続
き
、
全
展
示

で
実
施
し
た
（
詳
細
は
表
１
）。

ま
た
本
年
度
は
、
東
急
プ
ラ
ザ
渋
谷
に

て
、
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
日
本
の
夏
に

出
会
う
」
展
を
開
催
。
七
月
七
日
～
九
日

の
三
日
間
に
亘
っ
て
、
出
張
展
示
（
シ
ョ
ッ

プ
含
）
と
計
六
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

こ
の
他
、
本
学
放
送
研
究
会
の
学
生
と

表２ 令和５年度入館者数
月 （名）

４月 5,044
５月 7,265
６月 7,248
７月 5,982
８月 6,318
９月 2,886
10月 5,182
11月 4,395
12月 3,685
１月 2,734
合計 50,739

令和５年１月末日現在

表１　令和５年度　展示内容と関連事業
展示（会期） 関連事業

特
別
展

三嶋の神のモノガタリ
－焼き出された伊豆の
島々－

（R5.9/23～11/19）

オンライン
ミュージアム

10/14 吉永博彰（本学助教）「特別展「三
嶋の神のモノガタリ－焼き出された伊
豆の島々－」を展示解説！」、11/1 三橋
健（本学客員教授）「『三嶋大明神縁起』
をカタる」

対面

【トークセッション】10/9「伊豆の神々
と火山を語る」※HCD連携イベント笹
生衛（当館館長）・内川隆志（当館副館
長）・深澤太郎（本学教授）・吉永博彰（本
学助教）

企
画
展

春の特別列品 土御門家
がみた宇宙－江戸時代
の天文観測－

 （R5.4/1～5/14） 

オンライン
ミュージアム

4/22「春の特別列品「土御門家がみた
宇宙－江戸時代の天文観測」ご紹介☆
彡」

祓－儀礼と思想 
（R5.5/20～7/9） 

オンライン
ミュージアム

6/17 笹生衛（当館館長）・吉永博彰（本
学助教）「企画展「祓－儀礼と思想－」
を展示解説！」

論 語 for Beginners －
『論語』と格闘した江戸
時代－

（R5.7/15～9/18）

オンライン
ミュージアム

8/5 石本道明（本学教授）・青木洋司（本
学准教授）・西岡和彦（本学教授）「企
画展「論語 for Beginners－『論語』と
格闘した江戸時代－」を展示解説！」

マラッカを越えて極東
アジアへ－ポルトガル
地図学の16世紀－

（R5.11/25～R6.2/12）

オンライン
ミュージアム

12/23 吉田敏弘（本学教授）・関良子（本
学特別研究生）「【簡易版】企画展「マ
ラッカを越えて極東アジアへ―ポルト
ガル地図学の16世紀―」解説」

対面
【コンサート】12/1「16世紀ヨーロッパ
音楽の コンサート “Bom vento ～夢と
憧れをのせて～”」

榧園好古図譜－北武蔵
の名家・根岸家の古物

（たから）－
（R6.2/17～4/14）

オンライン
ミュージアム
（予定）

3/9 内川隆志（当館副幹事長）「北武蔵
の名家・根岸家のたから」

対面
（予定）

【ミュージアムトーク】2/24 内川隆志
（当館副館長）、3/9 三浦泰之（北海道博
物館研究部学芸主幹）

特
集
展
示

平安朝和歌への誘い（共催：中古文学会）【ホール】（R5.5/20～6/18）
垂加神道の展開―儒学・神道と格闘した人々―【神道展示室】（R5.7/15～
9/18）
折口信夫が見た関東大震災【校史展示室】（R5.9/23～11/19）
近代刀剣学序説－「山姥切國廣」発見の頃－【考古展示室】（R5.10/5～11/9）
西南学院大学博物館 相互貸借展示：創られたキリシタン像―資料からみるキ
リシタンへのまなざし―【考古展示室】（R5.11/10～R6.2/18）
博物館学専門実習展示：見はるかす95年－発展する研究拠点－【校史展示室】

（R5.11/25～R6.2/12）
桑名宗社伝来 －双子の宝刀「村正」－【神道展示室】（R5.11/25～R6.2/12）
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彙
　
報

会　
議

○
全
体

・ 

令
和
五
年
度
臨
時
運
営
委
員
会
、
令
和

五
年
七
月
七
日
（
金
）、
メ
ー
ル
審
議

・ 

令
和
五
年
度
第
二
回
運
営
委
員
会
、
令

和
五
年
九
月
二
十
日
（
水
）、
若
木
タ

ワ
ー
地
下
一
階
会
議
室
〇
二

・ 

令
和
五
年
度
第
三
回
運
営
委
員
会
、
令

和
五
年
十
一
月
二
十
二
日
（
水
）、
若

木
タ
ワ
ー
地
下
一
階
会
議
室
〇
二

・ 

令
和
五
年
度
第
四
回
運
営
委
員
会
、
令

和
六
年
一
月
十
一
日
（
木
）、
若
木
タ

ワ
ー
地
下
一
階
会
議
室
〇
二

・ 

令
和
五
年
度
第
二
回
企
画
委
員
会
、
令

和
五
年
七
月
五
日
（
水
）、
メ
ー
ル
審

議
・ 

令
和
五
年
度
第
三
回
企
画
委
員
会
、
令

和
五
年
九
月
十
五
日
（
金
）、
Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 

令
和
五
年
度
第
四
回
企
画
委
員
会
、
令

和
五
年
十
一
月
八
日
（
水
）、
メ
ー
ル

審
議

・ 

令
和
五
年
度
第
五
回
企
画
委
員
会
、
令

和
六
年
一
月
十
日
（
水
）、
メ
ー
ル
審

議
・ 

令
和
五
年
度
第
一
回
人
事
委
員
会
、
令

和
五
年
四
月
十
九
日
（
水
）、
Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 

令
和
五
年
度
第
二
回
人
事
委
員
会
、
令

和
五
年
七
月
三
日
（
月
）、
メ
ー
ル
審

議
・ 

令
和
五
年
度
第
三
回
人
事
委
員
会
、
令

和
五
年
九
月
十
五
日
（
金
）、
Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 

令
和
五
年
度
第
四
回
人
事
委
員
会
、
令

和
五
年
十
一
月
十
七
日
（
金
）、
Ａ
Ｍ

Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 

令
和
五
年
度
第
五
回
人
事
委
員
会
、
令

和
六
年
一
月
三
十
一
日
（
水
）、
Ａ
Ｍ

Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 

令
和
五
年
度
第
一
回
教
員
等
資
格
審
査

委
員
会
、
令
和
五
年
九
月
十
五
日

（
金
）、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 

令
和
五
年
度
第
二
回
教
員
等
資
格
審
査

委
員
会
、
令
和
五
年
十
一
月
十
七
日

（
金
）、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 
令
和
五
年
度
第
三
回
教
員
等
資
格
審
査

委
員
会
、
令
和
六
年
一
月
三
十
一
日

（
水
）、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

○
日
本
文
化
研
究
所

・ 

令
和
五
年
度
第
二
回
所
員
会
議
、
令
和

五
年
六
月
二
十
八
日
（
水
）、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議

・ 

令
和
五
年
度
第
三
回
所
員
会
議
、
令
和

五
年
九
月
一
日
（
金
）、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議

・ 

令
和
五
年
度
第
四
回
所
員
会
議
、
令
和

五
年
十
月
二
十
五
日
（
水
）、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議

・ 

令
和
五
年
度
第
五
回
所
員
会
議
、
令
和

五
年
十
二
月
二
十
日
（
水
）、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・ 

令
和
五
年
度
第
一
回
学
術
資
料
セ
ン

タ
ー
会
議
、
令
和
五
年
八
月
三
十
日

（
水
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

・ 

令
和
五
年
度
第
二
回
学
術
資
料
セ
ン

タ
ー
会
議
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
日

（
水
）、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ー
ム
二

・ 

令
和
五
年
度
第
三
回
学
術
資
料
セ
ン

タ
ー
会
議
、
令
和
六
年
一
月
二
十
三
日

（
火
）、
メ
ー
ル
審
議

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・ 

令
和
五
年
度
第
二
回
校
史
・
学
術
資
産

研
究
セ
ン
タ
ー
会
議
、
令
和
五
年
九
月

一
日
（
金
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

・ 

令
和
五
年
度
第
三
回
校
史
・
学
術
資
産

研
究
セ
ン
タ
ー
会
議
、
令
和
五
年
十
二

月
十
三
日
（
水
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・ 

令
和
五
年
度
第
二
回
研
究
開
発
推
進
セ

ン
タ
ー
会
議
、
令
和
五
年
九
月
一
日

（
金
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

・ 

令
和
五
年
度
第
三
回
研
究
開
発
推
進
セ

ン
タ
ー
会
議
、
令
和
五
年
十
二
月
十
九

日
（
火
）、
メ
ー
ル
審
議

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・ 

令
和
五
年
度
第
二
回
國
學
院
大
學
博
物

館
会
議
、
令
和
五
年
九
月
一
日
（
金
）、

メ
ー
ル
審
議

・ 

令
和
五
年
度
第
三
回
國
學
院
大
學
博
物

館
会
議
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
日

（
水
）、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
地
下
一
階
博
物
館

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
ペ
ー
ス

公
開
講
座
・
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

関
連
学
会

○
全
体

・ 

第
四
十
八
回
日
本
文
化
を
知
る
講
座

「
渋
谷
と
國
學
院
大
學
―
校
地
移
転

１
０
０
年
を
迎
え
て
―
」、
令
和
五
年

七
月
十
五
日
（
土
）
十
三
時
三
十
分
～

十
七
時
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐
松

ホ
ー
ル
、
講
師=

渡
邉
卓
（
國
學
院
大

學
研
究
開
発
推
進
機
構
准
教
授
）「「
渋

谷
の
岡
に
大
学
た
て
り
」
の
１
０
０

年
」、
吉
田
律
人
（
横
浜
都
市
発
展
記

念
館
主
任
調
査
研
究
員
）「
関
東
大
震

災
と
渋
谷
」、
手
塚
雄
太
（
國
學
院
大

學
文
学
部
准
教
授
）「
渋
谷
区
の
誕

生
」、
髙
久
舞
（
帝
京
大
学
文
学
部
講

師
）「
渋
谷
を
そ
だ
て
る
若
者
文
化
」

・ 

令
和
五
年
度
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推

進
機
構
公
開
学
術
講
演
会
「
國
學
院
大

學
に
お
け
る
博
物
館
黎
明
期
～
戦
後
ま

も
な
く
の
考
古
学
資
料
室
～
」、
令
和

五
年
十
一
月
十
八
日
（
土
）
十
三
時
～

十
四
時
三
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐

松
ホ
ー
ル
、
講
師=

下
津
谷
達
男
（
元

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
學
教
授
）

○
日
本
文
化
研
究
所

　

 

国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
見
ら
れ
る
こ

と
で
何
が
変
わ
る
の
か
―
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
宗
教
文
化
」、
令
和
五
年
十
二
月

十
七
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
～
十
七

時
三
十
分
、
百
二
十
周
年
記
念
二
号
館

一
階
二
一
〇
一
教
室
、
報
告
者
＝
ケ
イ

レ
ブ
・
カ
ー
タ
ー
（
九
州
大
学
大
学
院

准
教
授
）「
自
分
を
取
り
戻
す
／
山
里

を
取
り
戻
す
―
修
験
道
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
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の
交
錯
―
」、
石
本
東
生
（
國
學
院
大

學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授
）「「
ギ

リ
シ
ャ
」：
神
話
と
キ
リ
ス
ト
教
の
舞

台
そ
し
て
観
光
―
文
化
遺
産
を
活
か
す

共
存
―
」、
加
藤
久
子
（
大
和
大
学
教

授
）「
共
生
の
物
語
を
つ
む
ぎ
な
お
す

―
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
出
現
し
た
２
・
５
次

元
の
ユ
ダ
ヤ
人
街
―
」、
沈
昭
良
（
写

真
家
・
華
梵
大
學
教
授
）「
写
真
と
社

会
風
景
―
『ST

A
GE

』『Singers &
 

Stages

』『
台
湾
綜
芸
団
』
を
例
に
―
」、

コ
メ
ン
ト
＝
山
中
弘
（
筑
波
大
学
名
誉

教
授
）

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・ 

令
和
五
年
度
「
古
典
文
化
学
」
国
際
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
令
和
五
年
十
二
月
一

日
（
金
）
十
三
時
～
十
六
時
、
総
合
学

修
館
（
六
号
館
）
六
Ｂ
一
三
教
室
、
報

告=

笹
生
衛
（
國
學
院
大
學
神
道
文
化

学
部
教
授
）「
東
ア
ジ
ア
の
交
流
・
交

易
と
日
本
の
神
観
の
変
遷
―
認
知
宗
教

学
の
視
点
で
考
え
た
宗
像
三
女
神
の
神

観
を
中
心
に
―
」、
西
岡
和
彦
（
國
學

院
大
學
神
道
文
化
学
部
教
授
）「
神
儒

兼
学
と
和
魂
漢
才
」、
王
凱
（
南
開
大

学
外
国
語
学
院
副
院
長
）「
科
研
か
ら

み
る
中
国
の
日
本
研
究
」

出　
張

○
日
本
文
化
研
究
所

・ 

川
嶋
麗
華
・
大
場
あ
や
、「
三
宅
島
で

の
霊
魂
観
・
死
生
観
に
関
す
る
現
地
調

査
」
の
た
め
、
令
和
五
年
八
月
十
五
日

（
火
）
～
八
月
十
七
日
（
木
）、
東
京
都

三
宅
村

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・ 

深
澤
太
郎
・
吉
永
博
彰
・
髙
橋
あ
か
ね
、

「
静
岡
県
三
島
市
に
お
け
る
三
嶋
信
仰

関
連
資
料
の
調
査
」
の
た
め
、
令
和
五

年
五
月
十
七
日
（
水
）、
静
岡
県
三
島

市
・ 

深
澤
太
郎
・
橋
本
裕
之
・
佐
々
木
聖
佳
、

「
三
宅
島
に
お
け
る
三
嶋
信
仰
に
関
す

る
総
合
調
査
」
の
た
め
、
令
和
五
年
六

月
十
八
日（
日
）～
六
月
二
十
日（
火
）、

東
京
都
三
宅
村

・ 

深
澤
太
郎
、「
三
宅
村
御
祭
神
社
所
蔵

楽
面
の
一
時
返
却
お
よ
び
東
京
都
文
化

財
ウ
イ
ー
ク
に
伴
う
特
別
解
説
」
の
た

め
、
令
和
五
年
十
一
月
二
日
（
木
）
～

十
一
月
四
日
（
土
）、
東
京
都
三
宅
村

〇
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・ 

渡
邉
卓
、「
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会

２
０
２
３
年
度
総
会
な
ら
び
に
全
国

研
究
会
参
加
」
の
た
め
、
令
和
五
年
十

月
三
日
（
火
）
～
十
月
五
日
（
木
）、

京
都
府
京
都
市

〇
國
學
院
大
學
博
物
館

・ 

深
澤
太
郎
・
吉
永
博
彰
、「
静
岡
県
下

田
市
・
伊
古
奈
比
咩
命
神
社
に
お
け
る

資
料
画
像
の
調
査
・
撮
影
」
の
た
め
、

令
和
五
年
六
月
十
四
日
（
水
）、
静
岡

県
下
田
市

・ 

吉
永
博
彰
、「
特
別
展
「
三
嶋
の
神
の

モ
ノ
ガ
タ
リ
」
に
係
る
三
宅
島
に
お
け

る
資
料
調
査
・
撮
影
お
よ
び
借
用
協

議
」
の
た
め
、
令
和
五
年
六
月
十
八
日

（
日
）
～
六
月
二
十
日
（
火
）、
東
京
都

三
宅
村

・ 

深
澤
太
郎
、「
三
宅
島
に
お
け
る
三
嶋

信
仰
に
関
す
る
動
画
撮
影
」
の
た
め
、

令
和
五
年
七
月
十
七
日
（
月
）
～
七
月

二
十
日
（
木
）、
東
京
都
三
宅
村

・ 

深
澤
太
郎
・
吉
永
博
彰
、「
静
岡
県
三

島
市
に
お
け
る
展
示
関
連
催
事
へ
の
出

席
・
協
力
」
の
た
め
、
令
和
五
年
八
月

二
十
六
日
（
土
）、
静
岡
県
三
島
市

・ 

笹
生
衛
・
深
澤
太
郎
・
吉
永
博
彰
、「
特

別
展
「
三
嶋
の
神
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
に

係
る
三
宅
島
で
の
資
料
借
用
お
よ
び
関

連
コ
ン
テ
ン
ツ
調
査
・
記
録
」
の
た
め
、

令
和
五
年
八
月
三
十
一
日
（
木
）
～
九

月
二
日
（
土
）、
東
京
都
三
宅
村

・ 

吉
永
博
彰
、「
特
別
展
「
三
嶋
の
神
の

モ
ノ
ガ
タ
リ
」
に
係
る
三
嶋
大
社
所
蔵

資
料
の
借
用
」
の
た
め
、
令
和
五
年
九

月
十
九
日
（
火
）、
静
岡
県
三
島
市

・ 

深
澤
太
郎
・
吉
永
博
彰
、「
國
學
院
大

學
博
物
館
の
連
携
機
関
に
よ
る
催
事
の

開
催
協
力
」
の
た
め
、
令
和
五
年
十
月

二
十
一
日
（
土
）、
静
岡
県
下
田
市

・ 

吉
永
博
彰
、「
國
學
院
大
學
博
物
館
の

連
携
機
関
に
よ
る
催
事
の
開
催
協
力
」

の
た
め
、
令
和
五
年
十
一
月
四
日

（
土
）、
静
岡
県
三
島
市

・ 

吉
永
博
彰
、「
特
別
展
「
三
嶋
の
神
の

モ
ノ
ガ
タ
リ
」
に
係
る
三
嶋
大
社
所
蔵

資
料
の
返
却
」
の
た
め
、
令
和
五
年

十
一
月
二
十
日
（
月
）、
静
岡
県
三
島

市
・ 
深
澤
太
郎
・
吉
永
博
彰
、「
特
別
展
「
三

嶋
の
神
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
に
係
る
三
宅

島
郷
土
資
料
館
資
料
の
返
却
」
の
た

め
、
令
和
五
年
十
二
月
十
八
日
（
月
）

～
十
二
月
十
九
日
（
火
）、
東
京
都
三

宅
村

・ 

深
澤
太
郎
・
吉
永
博
彰
、「
特
別
展
「
三

嶋
の
神
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
に
係
る
伊
豆

地
域
へ
の
資
料
返
却
」
の
た
め
、
令
和

五
年
十
二
月
二
十
一
日
（
木
）
～
十
二

月
二
十
二
日
（
金
）、
静
岡
県
下
田
市

・ 

内
川
隆
志
、「
企
画
展
「
榧
園
好
古
図

譜
」
に
係
る
弘
前
大
学
所
蔵
資
料
の
借

用
」
の
た
め
、
令
和
六
年
一
月
二
十
五

日
（
木
）
～
一
月
二
十
六
日
（
金
）、

青
森
県
弘
前
市

刊
行
物

○
全
体

・ 

研
究
開
発
推
進
機
構『
機
構
ニ
ュ
ー
ス
』

通
号
三
十
三
（
令
和
五
年
六
月
二
十
五

日
発
行
）

〇
日
本
文
化
研
究
所

・ 

日
本
文
化
研
究
所
『
日
本
文
化
研
究
所

年
報
』
十
六
号
（
令
和
五
年
九
月
三
十

日
発
行
）
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本
資
料
は
、
京
都
・
鈴
鹿
家
に
伝
来
し

た
と
さ
れ
る
、
装
束
関
係
資
料
で
あ
る
。

近
世
後
期
を
中
心
に
一
部
近
代
を
含
む
。

近
世
の
鈴
鹿
家
は
、
京
都
・
吉
田
社

（
現
、
吉
田
神
社
・
京
都
市
左
京
区
）
の

社
家
で
、
七
軒
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
鈴
鹿

家
が
勤
仕
し
た
江
戸
時
代
の
吉
田
家
は
、

同
社
の
神
主
職
を
世
襲
し
、
か
つ
堂
上
貴

族
（
清
涼
殿
の
殿
上
間
に
昇
殿
を
許
さ
れ

た
上
級
貴
族
の
称
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
朝

廷
の
神
祇
官
（
神
祇
行
政
を
掌
っ
た
朝
廷

の
役
所
）・
権

ご
ん
の

大だ
い

副ふ

（
次
官
職
の
称
）
職

資
料
紹
介
　
　

　
鈴
鹿
家
伝
来
装
束

8
装
束
の
帖
紙
（
包
み
紙
）

※ 

表
着
と
袴
の
組
み
合
わ
せ
を
判
別
し
兼

ね
る
た
め
、
種
別
に
よ
っ
て
示
し
た
。

こ
れ
ら
は
概
ね
鈴
鹿
家
が
勤
務
・
奉
仕

に
あ
た
り
着
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
正
装
で
あ
る
冠
や
袍
・
指
貫
（
裾
口

を
す
ぼ
め
た
袴
）、
裾
（
長
い
裾
）
は
基

よ
り
、
狩
衣
装
束
や
木ゆ

う綿
手た

す
き繦

（
神
事
の

奉
仕
に
際
し
て
掛
け
る
組
紐
の
た
す
き
）

ほ
か
、
平
常
の
勤
務
服
と
考
え
ら
れ
る
裃

（
上
下
同
種
の
布
地
製
）、
丸
に
抱
き
葉

沢お
も
だ
か潟

の
紋
が
あ
し
ら
わ
れ
た
火
事
装
束
の

胸
当
・
羽
織
な
ど
、
近
世
鈴
鹿
家
が
用
い

た
装
束
の
様
相
が
、
具
体
的
に
う
か
が
え

る
。あ

わ
せ
て
、
近
世
と
近
代
以
降
と
で

は
、
髪
型
ほ
か
人
々
の
風
俗
や
生
活
様
式

が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
基
本
構
造
は
同

じ
で
あ
っ
て
も
、
装
束
の
形
状
に
は
差
異

が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
点
、
本
資
料
に
含

ま
れ
た
装
束
類
は
江
戸
時
代
の
も
の
を
中

心
と
し
て
お
り
、
現
行
の
装
束
と
比
較
す

る
こ
と
で
、
近
世
の
祭
祀
・
神
事
の
実

態
・
様
相
を
、
明
確
か
つ
詳
細
に
示
す
こ

と
が
で
き
る
。

詳
し
い
調
査
・
整
理
・
研
究
は
今
後
進

め
ら
れ
て
い
く
が
、
以
上
の
点
か
ら
、
本

資
料
に
は
近
世
吉
田
家
の
実
態
研
究
の
進

展
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
、
有
用
な
資
料

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

 

（
文
責
・
吉
永
博
彰
）

を
世
襲
し
た
神
祇
官
人
で
も
あ
っ
た
。

吉
田
家
の
下
で
、
鈴
鹿
家
は
吉
田
社
の

社
家
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
禰ね

宜ぎ

や
祝は

ふ
り・
権

ご
ん
の

祝
と
い
っ
た
役
職
を
継
承
し
、
神
明
奉

仕
・
神
社
運
営
に
努
め
た
。
そ
の
内
の
上

位
四
軒
は
特
に
重
き
を
置
か
れ
、
書
状
の

中
に
は
四
家
当
主
の
連
署
に
よ
り
発
給
し

た
も
の
も
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
吉
田

家
の
家
老
的
な
役
割
を
果
た
し
て
吉
田
家

当
主
を
補
佐
し
、
吉
田
家
の
家
政
や
社
務

を
担
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
神
祇
官
の
三

等
官
（
大た

い

祐ゆ
う

・
少
祐
）
や
時
に
次
官
（
権

少し
ょ
う

副ふ

）
と
い
っ
た
役
職
に
任
じ
ら
れ
、

卜
部
役
を
始
め
て
大
嘗
祭
の
関
連
神
事
・

諸
行
事
に
奉
仕
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
近
世
鈴
鹿
家
は
、
江

戸
時
代
の
吉
田
社
の
社
務
と
吉
田
家
の
家

政
を
は
じ
め
と
す
る
、
各
方
面
に
お
い
て

吉
田
家
を
支
え
た
、
重
要
な
職
務
を
担
う

家
柄
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
資
料
は
、
そ
う
し
た
鈴
鹿
家
の
一
軒

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
帖

た
と
う

紙し

の
表
記
か
ら
、「
東
鈴
鹿
家
」
を
称
し
た

家
に
伝
来
し
た
装
束
類
と
知
れ
る
。
さ
ら

に
、
別
の
帖
紙
の
表
書
き
に
は
、「
芳
春
」

の
名
が
筆
書
さ
れ
た
も
の
も
見
受
け
ら
れ

る
。
芳
春
は
但
馬
守
を
称
し
た
近
世
後
期

の
鈴
鹿
家
当
主
の
一
人
で
あ
り
、
同
家
は

吉
田
社
権
祝
・
中
臣
流
常
磐
有
継
の
後
裔

で
あ
る
と
い
う
（『
日
本
家
系
・
系
図
大

辞
典
』
奥
富
敬
之
、
東
京
堂
出
版
、

二
〇
〇
八
年
）。

装
束
類
の
内
容
・
構
成
に
つ
い
て
は
、

概
ね
次
の
よ
う
に
分
類
・
整
理
で
き
る
。

1
衣
服
15
点

　

 

袍ほ
う

［
表う

わ

着ぎ

］、
裾き

ょ

［
長
い
裾
］、
狩か

り

衣ぎ
ぬ

、

指さ
し

貫ぬ
き

、
浄じ

ょ
う
い衣
、
切
袴
、
単ひ

と
え衣
、
私

わ
た
く
し
の

小お

忌み

、
裃

か
み
し
もほ
か
）

2
冠
１
点　

3
風
折
烏
帽
子
５
点〈
一
部
掛
緒
・
箱
付
〉

4
笏
18
点

5
木ゆ

綿う

手た
す
き繦

（
八
組
紐
・
紙
袋
入
）

6
火
事
装
束
（
羽
織
・
胸む

ね

当あ
て

・
袴
・
手
甲
）

7 

神
事
唐
櫃
（
元
禄
４
〈
一
六
九
一
〉

年
製
作
）


